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返却時のお願い ■お取引条件案内

30 50

50
50

30
30

1段目 2段目

1. 滅失、紛失のトラブル防止のため、送り状を付けていただくようにお願いします。

2. 荷降ろしや運搬中の荷崩れによる危険を防止するためにも、出荷時と同様な荷姿でお願いします。

3. 他社品と積み合わせする場合は、当社の分を上に積んでください。

4. ジャッキ・大引受はパレットなどに乗せ、数えやすい状態でお願いします。

5. クランプ、小物類などは、30個または50個ずつ袋詰めか、パレットにて返却をお願いします。

6. 単管パイプ、筋違、手摺、階段用棒手摺などは、長さ別に梱包をお願いします。（50本又は100本結束）

7. 積み降ろし時の事故防止のため、リフトマンに合図を送るなど協力をお願いします。

■返却時の荷姿の注意事項
・荷姿は出荷時とできるだけ同じに、また必ず番線などで結束をお願いします。
・送り状は現場で正確に数えて必ず添付してください。

１. 賃貸料
・1日あたりの賃貸料単価に使用期間を掛けたもので、御
請求いたします。
・使用期間は、弊社機材センターを出庫した日から入庫さ
れた日までといたします。

2. 基本料
・整備に関する費用として、御使用の有無、期間の長短に
かかわらず、全部材に対し料金が発生いたします。

3. 修理料・ケレン料
当社検収基準、修理基準に基づき
・損傷の程度により修理可能な場合。
・塗装および吹付などが資材に付着していた場合、その頻
度によりケレン料として申し受けます。
・部品の紛失および、破損により取替える場合、部品代と
ともに取替費を申し受けます。

4. 破損・紛失料
・紛失または損傷が著しく修理不可能と判断した場合、破
損料として申し受けます。

5. 受渡し場所
・弊社指定機材センター渡しといたします。
・弊社にて運搬した場合は実費を申し受け、その際は車上
渡しといたします。

6. 返却・検収
・弊社機材センターへの返納・検収に際しては弊社機材セ
ンターで行います。
・他社品の返納があった場合、廃棄することもあるため、
他社品の受け入れはお断り申し上げます。

2.

1.

3.

返却時は出荷時と同様な状態で
梱包してください。
（長さ・種類別に区分）

リフトの積み降ろしが出来る
ような荷姿でお願いします。
（番線結束、りん木の持参）

入場時間は16：00までに
お願いします。
（時間厳守）
※12：00～13：00は休憩時間のため入場できません。

50本ずつプレートを外
側に向け積み上げ結束
するか、またはパレット
などの上に積む。

ジャッキベース、
大引受

同じ物を図のように、
10段積みの20本をひ
としばりにする。

ブラケット

同種類のものを30個
または50個で袋詰め
にしてまとめる。

クランプ、小物類

1列13段を2列、1列
12段を2列で50枚結
束とする。

足場板
同じ物を少しずらし交
互に25段積みとし、50
枚にして結束する。

建枠

同じ物を同じ形に積み
上げ、25本にして結束
する。

調整枠

1列20枚を2列とし、
40枚で結束する。

鋼製踏板

長さ・種類別に50本
または100本とし、少
数のものはあるだけで
結束する。

筋違、手摺、手摺柱、
単管パイプ

仮設機材レンタルをご利用のお客様へ

いつもご利用いただきありがとうございます。

1段目
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移動式足場　ローリングタワー
高所作業を効率的に行える移動式足場

ローリングタワーは、広いエリアで移動性も求められる高所作業を安全にサポート
します。

1800 1200

アウトリガー

アウトリガー

アウトリガー

ジャッキ付き
キャスター

ジャッキ付き
キャスター

梯子枠

梯子枠

梯子枠

鋼製踏板
NK-0518

鋼製踏板
NK-0518

幅木1800手摺柱

筋違
CB-1812

筋違
CB-1812

1200

手摺柱

筋違 
CB-1812

鋼製踏板
NK-0518

手摺1800手摺1200 妻側幅木1200

18
00

筋違

（梯子枠）
建枠

B1
B2

A

アウトリガー

開き角度

組立例（3段・スパン 1800）

断面図 正面図 平面図

※ 以上の式は、仮設工業会発行の『移動式足場の安全技術基準』によります。

ローリングタワーの高さの制限

①  控枠（アウトリガー）が 
無い場合

脚輪（キャスター）の下端か
ら作業床までの高さ（H.m）
と、ローリングタワーの外郭
を形成するキャスターの主
軸間隔（L.m）とは次の式を
満足するものとする。

H≦ 7.7L-5

②  控枠（アウトリガー）を
有する場合

控枠を有する構造のローリ
ングタワーにあっては、①の
式における Lmの値を、次
の式により得られる値とす
ることができる。

L=A+（B1+B2）
2

上式において A・B1・B2は
右図に示すものとする。

積載荷重

ローリングタワーの積載荷重（Wkg）は、作業床の面積
（Am2）に応じて次の式により得られた値とする。

A≧ 2のとき　W=250（kg）
A<2のとき　   W=50+100A（kg）
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① 梯子枠 ② 筋違（ブレース） 品番：CB-1812

③ 鋼製踏板（布板） 品番：NK-0518 ④ 手摺柱 規格：4210

⑤ 手摺 1800／⑥手摺 1200

⑦ アウトリガー（控枠） ⑧ ジャッキ付きキャスター ⑨ 幅木 1800／⑩ 妻側幅木 1200 （ローリングタワー専用）

ローリングタワー 部材表

段数 作業床
高さ

セット
重量
（kg）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

梯子枠 筋違 鋼製踏板 手摺柱 手摺 1800 手摺 1200 アウト
リガー

J付き
キャスター 幅木 1800 幅木 1200

1 1,880 191.6 2 2 2 4 4 2 4 4 2 2
2 3,580 269.6 4 4 4 4 4 2 4 4 2 2
3 5,280 347.6 6 6 6 4 4 2 4 4 2 2
4 6,980 425.6 8 8 8 4 4 2 4 4 2 2
5 8,680 503.6 10 10 10 4 4 2 4 4 2 2

ローリングタワー 構成部材表 （スパン 1800 の場合）

16
75

1200

15
0

12
00

32
5 23

0

φ36.4

25

連結に使用するカチロック（2個）が装着済みですので、
カチロックを考慮すると高さ1700、重量は20.5kgとなります。

カチロック
重量 0.6kg

2163.3

1800

12
00

識別色 朱

1800

45

50
0

10
00

35
0

65
0

φ16 φ21.7

1800 / 1200

76
0

80
80

60
0

600

φ15

150

15
3

45
10

1800 

1826

25

ローリングタワー 構成部材 （スパン 1800 の場合）

■仕様
許容荷重（kg） 重量（kg）

4,350 19.3

■仕様
重量（kg）

4.2

■仕様
重量（kg）

2.4

■仕様
重量（kg）

14.3

■仕様
重量（kg）

12.3

■仕様
重量（kg）

7.4

■仕様
重量（kg）
4.6（1800）
3.5（1200）

■仕様
重量（kg）
1.7（1800）
1.1（1200）

■仕様
許容荷重（kg） 250

※妻側幅木1200の図面はP35参照

（鋼製）
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アルミ梯子

一連アルミ梯子 二連アルミ梯子

踏ざん結合部

■支柱形状 ■支柱形状■踏ざん形状 ■踏ざん形状

脚部 脚部抜け防止ロック

72 42

27

72 42

27

■一連アルミ梯子仕様

■二連アルミ梯子仕様
規格 全長（m） 重量（kg） 許容荷重（kN）
3m 3.07 6.3

1.274m 4.06 8.3
5m 5.05 10.1
6m 6.04 11.8

規格 全長（m） 縮長（m） 重量（kg） 許容荷重（kN）
6m 6.06 3.89 14.9 1.27
8m 8.04 4.88 19.5 1.07
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脚立・アルミ脚立・猿梯子・上段手摺付猿梯子

脚立

■仕様
規格 L （mm） 重量（kg）
3尺 約 900 約 14.0
4尺 約 1,200 約 16.0
6尺 約 1,800 約 18.0

■仕様
規格 L （mm） 重量（kg）
4尺 1,310 7.6
7尺 2,250 13.7
9尺 2,880 18.3

L

猿梯子

■仕様
重量（kg）

9.0

■仕様
重量（kg）

12.5

450

16
95

28
5

34
0

34
0

34
0

34
0

5080 12
0

20
0

80

16
95

アルミ脚立

上段手摺付猿梯子

23
75

23
75

28
5

34
0

34
0

34
0

34
0

73
0

16
6

16
45

180450
L

（4尺のみ）
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■仕様
品名 規格 段数（段） 最大使用荷重（kgf） 重量（kg）※

クイックステップ 15 4 150 12.6
クイックステップ 24 7 150 19.0
クイックステップ 38 12 100 36.0

※手摺枠を除いた本体のみの重量

■仕様
品名 規格 重量（kg）

クイックステップ手摺枠 14 3.6
クイックステップ手摺枠 19 4.4

クイックステップ（ステップ可変式アルミ昇降階段）
30°〜 60°の傾斜に対応する「置くだけ」のステップ可変式昇降設備

ステップ可変式のアルミ昇降階段で 30度〜 60度の傾斜に対応します。
自動的に踏板が水平状態になるので簡単に階段を設置することができます。

建物の躯体・枠組足場間の渡り通路、大きな段差のある部分や基礎工事の昇降など様々なシーン
の昇降設備として使用します。

クイックステップ
手摺枠 19

クイックステップ
手摺枠 14

95
0

95
0

1400 1900

対応可能角度
θ 30°～60°

240

38
48

500

25

60

（踏板内法幅）

（踏板外法幅）
550

450
（踏板内法幅）

（踏板外法幅）
500

（踏板外法幅）
500

25

25

14
88

23
48

60

450
（踏板内法幅）

60

240

対応可能角度
θ 30°～60°

対応可能角度
θ 30°～60°

240

クイックステップ
手摺枠 19

クイックステップ手摺枠 14 クイックステップ手摺枠 19

◆寸法図（角度 45°の場合）

クイックステップ 38

クイックステップ 24

クイックステップ 15
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L1（1400 / 2450 / 3850）

θ（25°～70°）

W
（

53
0）

14
78
（

10
段
）

L2（ 1336 / 2386）

700 / 1750

■仕様
品名 規格 L2寸法（mm） 重量（kg）

クリフステアー手摺枠 R7 2,386 4.9
クリフステアー手摺枠 R4 1,336 4.0

■仕様

品名 規格 L1寸法（mm）使用角度（θ）設置高さ（mm）有効踏板寸法W×D（mm）重量（kg）許容荷重（kN） オプション部材
クリフステアー 38 3,850

25°～ 70°
1,627～ 3,599

530×210
31.4

2.45
両側に手摺枠 R7+R4（計 4枚）

クリフステアー 24 2,450 1,035～ 2,290 20.2 両側に手摺枠 R7（計 2枚）
クリフステアー 14 1,400 592～ 1,309 13.5 両側に手摺枠 R4（計 2枚）

クリフステアー（法面昇降階段）
法面での安全な昇降を確保、軽量設計により設置・解体作業の負担も軽減

アルミ合金製による軽量設計により、法面での設置・
解体作業の負担が軽減します。

使用角度はステップを 1 枚動かすだけで、12段階
で傾斜が調節可能です。

踏板幅はゆとりの 530mm。25°～ 70°までの法面
なら、常に踏板は水平で安全な昇降ができます。

フックはφ 42.7～ 48.6 パイプ兼用仕様

クリフステアー
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注意要項ポップ

踏さん60mmという広いステップ幅、緩やかなの階段角度（72.5°）、縦方向のガタつきや揺れを抑える伸縮脚と支
柱デザイン、軽量化と材料劣化を抑えるステンレス材の導入など、従来品よりも安全性・軽量化・作業性に優れた
四脚調節式の可搬式作業台「勇馬」です。

すべり止めモール付き
天板と大口径バーリング

■仕様
規格 垂直高（mm） 天板幅×天板長さ（mm） 設置スペース（mm） 重量（kg） 手がかり棒 キャスター
11号 724～ 1,084 500×1,545 （709～ 802）×（2,139～ 2,366） 16.2 － －
14号 1,057～ 1,417 500×1,545 （795～ 883）×（2,349～ 2,576） 21.4 4本標準 φ50

片側 2個
標準18号 1,390～ 1,750 500×1,545 （881～ 973）×（2,559～ 2,786） 23.3 4本標準

勇馬の優れた機動性

大口径バーリング

すべり止めモール

60mm

補強金具

60mm 幅広踏さん（全段）
補強金具付踏さん（上段）

堅剛伸縮足

優れた転倒抑止力を
持つ広い下端幅

写真は 18号規格の勇馬にオプションの
セーフティガード 2 本装着したもの

14号・18号規格に
はオプションのセーフ
ティガードも一緒に
折りたためます。

14号・18号規格に
はキャスターφ50が
片側 2個に付属して
います。

最大使用荷重

kg150

セーフティガード
（オプション）

階段枠角度 72.5°

可搬式作業台　勇馬
揺れやガタつきが少ない優れた安全性と軽量設計が施された可搬式作業台
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可搬式作業台　勇馬・馬（立馬）

勇馬のオプション

可搬式作業台　馬（立馬）

馬（立馬）はアルミ製の軽量設計の
可搬式作業台です。

最大使用荷重は 150kgです。

■仕様
規格 垂直高（mm） 天板幅×天板長さ（mm） 設置スペース（mm） 重量（kg）
10号 656～    958 400×1,290 （558～ 635）×（1,830～ 1,992） 10.9
12号 915～ 1,217 400×1,290 （620～ 697）×（1,970～ 2,132） 13.0
16号 1,202～ 1,597 400×1,510 （693～ 794）×（2,343～ 2,555） 16.2
18号 1,388～ 1,785 500×1,570 （840～ 941）×（2,506～ 2,719） 19.4

幅木（H100）
付きの補助手
摺です。

側方の端部をお知ら
せします。
補助手摺機能とは異
なります。

横転防止に
利用します。

セーフティガードとアウトリガーは、11号規格では使用できません。また安全帯などの
固定は行わないでください。

勇馬ご使用前の日常点検
正常に機能しない場合は絶対に使わないでください。

他にも注意事項がありますので
ご使用前に商品付属の「注意事項ポップ」を
必ずご確認ください。

写真は 18号規格の勇馬へオプション装着例

90
0 75

0

脚調節装置を
セットしてください。

開き止め金具を
セットしてください。

ストッパーピンが
折りたたみ金具から出る
ようにセットしてください。

手がかり棒を
セットしてください。

注意事項

写真は 2本装着例 写真は 2本装着例 写真は 1本装着例
補助手摺 セーフティガード アウトリガー
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アルミ6輪台車（1t台車）

アルミ合金の軽量設計と6つの車輪で建設資材などの重量物を自由に安定して搬送します。

■仕様
床寸法（mm） 外形寸法（mm） 高さ（mm） 車輪（φ） 重量（kg） 最大積載荷重（kg）
1,200×745 1,230×775 250 150 28.0 1,000

特徴
・アルミ合金製の軽量設計
・ ６つの車輪で重量物の搬送でも安定した走行が可能。車輪の材質はナイロンホイルウレタンを採用
・ 中央の車輪には方向規制キャスター、四隅の車輪には自在ストッパー付きキャスターを採用

コーナーソケット 重積み設計

コーナーガード

4 隅のコーナーソケットには単管パイプ
φ48.6を差し込み可能です。その場合は長
さ1mまでの単管をご使用ください。

樹脂製でブルーのコーナーガード
を採用しています。人や壁などに
当たった場合の衝撃を和らげるこ
とができます。

5段までの積み重ねを考慮して
設計されています。

04
フラットパネル...................... 40

フラットパネル幅調整・
フラットパネル自在コーナー  41

フラットパネルドア・
フラットパネルクリア .......... 42

安全鋼板 ............................. 43

クロスゲート・
くぐり戸（STドア）.............. 44

パネルキャスターゲート ..... 45

保安機材（フェンス類・
カラーコーン・単管スタンド）... 46

仮囲い
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フラットパネル

フラットパネルのスッキリした外観は
建設現場や周辺の環境をグレードアップします。

フラットパネル
（t=1.2mm）

仮設工業会が定める
防音パネル認定基準

音響透過損失試験結果（※）

中心周波数（Hz）

60

50

40

30

20

125 250 500 1000 2000 4000

10

0

音
響
透
過
損
失（

d
B
）

※メーカー公称

フラットパネルの高い防音性能

20
0

0（
3

0
0

0）

16
0

0（
26

0
0）

20
0

0（
3

0
0

0）

20
0286

500 500

20
0

フラットパネルパンチングフラットパネル

断面図

フラットパネルの固定方法

布パイプ

28 24.3

フラットパネル

28 24.3

布パイプ

C型金具（販売品） C型金具（販売品）

510

500 10

430 4040

28

品名 規格 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ （mm） 長さ別 1枚当たり重量（kg） パンチング 材質
フラットパネル 2m 2,000 500 1.2 12.4 無し

JIS G3312
CGCC400

フラットパネル 3m 3,000 500 1.2 18.6
フラットパネルパンチング 2m 2,000 500 1.2 10.0 φ10×P11.5フラットパネルパンチング 3m 3,000 500 1.2 14.8

■仕様

美観に優れた全面フラットの仮囲いです。

仮
囲
い

仮
囲
い
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フラットパネル幅調整

フラットパネル自在コーナー

フラットパネル幅調整・フラットパネル自在コーナー

フラットパネル幅調整は、連結する他のパネルに重
ねて幅を調整するため、仮囲いの最後に残る中途半
端な隙間をピッタリと合わせることができます。

断面図

取付図

500

500

調整幅 40～480

留め金具（販売品）
下側も同様

フラットパネル
幅調整

20
00
（

30
00
） 25

40
10

断面図

フラットパネル自在コーナーの使用角度

入隅部出隅部

背面図
490

70°

60°

丁番

20
00
（

30
00
）

10

490

240 240

28

4040

フラットパネル自在コーナーは角度が変えられる
専用部材です。現場に合わせて仮囲いの角度を自
由に調整ができます。

規格 長さ（mm） 幅 （mm） 厚さ （mm） 重量（kg）
2m 2,000 500 1.2 11.3
3m 3,000 500 1.2 17.0

■仕様

規格 長さ（mm） 幅 （mm） 厚さ （mm） 重量（kg）
2m 2,000 500 1.2 12.6
3m 3,000 500 1.2 18.9

■仕様

仮
囲
い

仮
囲
い
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フラットパネルドア・フラットパネルクリア

フラットパネルドア

太陽光を遮らない全面クリアのフラットパネルです。
スッキリした外観を持ち、フラットパネルとの併用で美
観性が格段に向上します。

全面クリアタイプのフラットパネルクリアや専用通用口のフラットパネルドアをご紹介します。

背面図正面図
500 500

10500
支柱単管 鏡板 フラットパネル 3m

C型金具
（販売品）

布単管

取付用
単管

鏡板

本体

413

20
00
（
本
体
）

20
0

40

10
00
（
鏡
板
）

30
00

フラットパネルクリア

37
0

20
37

0
37

0
37

0
37

0

30
00

13
50

13
50

15
0

15
0

37
0

37
0

37
0

20

500

背面図

500

26

28
アルミ枠材＋リベット止め

28

ポリカ板

断面図

フラットパネルのスッキリした外観を活かした専用のドアパネ
ルです。フラットパネルのグレードの高い外観をより一層引き
立てます。長さ 3,000mmの場合は、本体に鏡板を加えます。

規格 長さ（mm） 幅（mm） 重量（kg）
2m 2,000 500 22
3m 3,000 500 22＋6.2（鏡板）

■仕様

規格 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（kg）
2m 2,000 500 2 3.4
3m 3,000 500 2 5.1

■仕様

仮
囲
い

仮
囲
い
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タイプ 厚さ
（mm）

有効幅
（mm）

単位重量
（kg/m）

単位面積
（kg/㎡）

長さ別 1枚当り重量（kg）
材質2m 3m

亜鉛 1.2 540 5.98 11.1 12.0 17.9 JIS G3302
SGCC

ガルバ 1.2 540 5.87 10.9 11.7 17.6 JIS G3321
SGLCC 

安全鋼板
安全で堅牢な仮囲い鋼板のスタンダード

亜鉛メッキ　安全鋼板

GL

① 安全鋼板

③ 布パイプ

⑩ 自在クランプ

⑤ 控えパイプ

⑦ つなぎパイプ

捨てパイプ

直交クランプ

自在クランプ

自在クランプ
自在クランプ

つなぎパイプ

控えパイプ

⑨ 直交クランプ④ 支柱パイプ 支柱パイプ
安全鋼板

⑧ ボンジョイント

⑥ 捨てパイプ

② フックボルト
　 ナット付

自在クランプ

直交クランプ

20
00

15
0

15
0

17
00

組立図

注記
安全鋼板の割付ピッチは、@520を標準とする。

部材名称（仕様） 数量 部材名称（仕様） 数量
① 安全鋼板（1.2×540×2000：4ヶ穴） 19.2枚 ⑥ 捨てパイプ（φ48.6×1500） 11.2本
② フックボルト、ナット付（1型、2型） 76.8個 ⑦ つなぎパイプ（φ48.6×1000） 5.6本
③ 布パイプ（φ48.6×5000） 4本 ⑧ ボンジョイント 4本
④ 支柱パイプ（φ48.6×2000） 5.6本 ⑨ 直交クランプ 23個
⑤ 控えパイプ（φ48.6×2000） 5.6本 ⑩ 自在クランプ 23個

■標準部材表（スパン 10m 当たり）

ガルバリウム安全鋼板

亜鉛メッキ安全鋼板
仮囲いに要求される現場の安全性や美観性に貢献する安全鋼板。亜鉛鉄板のスタンダードタ
イプは経済的にかつ、しっかりと現場を囲います。また耐久性にも優れ、建設現場だけでは
なく幅広い用途に利用されます。

ガルバリウム安全鋼板
アルミニウム（55%）と亜鉛（43%）が一体となったガルバリウム安全鋼板は、亜鉛メッキ
製と比較すると 3倍から 6倍の耐久性があり、特に塩害地域や工業地域での使用に適します。
表面は上品でシンプルな銀白色で現場イメージの向上に貢献します。

■仕様

仮
囲
い

仮
囲
い
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仮
囲
い

仮
囲
い

クロスゲート・くぐり戸（STドア）

クロスゲート

くぐり戸（STドア）

H=2.0m／3.0mの兼用タイプ
で左開き右開き左右両方どち
らでも可能です。

■仕様
規格 A（mm） L（mm） S（mm） H（mm）重量（kg）
3m 3,000 6,000 600 1,800 85
4m 4,000 8,000 675 1,800 100
5m 5,000 10,000 750 1,800 120
6m 6,000 12,000 825 1,800 131

■仕様
規格 A（mm） L（mm） S（mm） H（mm）重量（kg）
3.6m 3,600 7,200 555 1,885 112.5
4.5m 4,500 9,000 707 1,885 129.9
5.4m 5,400 10,800 805 1,885 171.5
6.3m 6,300 12,600 910 1,885 189.6

H

AA

L

S
（折りたたみ幅）

GL

800

18
00

40

40

690

36
3

39
0

18
3

85

30
0

14
00

30
0

30
0

50×50×1.6

亜鉛板 T=1.2
取り外し可能

10
00

15
0

亜鉛板 T=1.2

両面
ケースハンドル

両面
シリンダー錠

50

50750

20
00

単クランプ50×50×1.6

690

亜鉛板 T=1.2
40×40×1.6

525

表面側面裏面上面

現場側
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仮
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パネルキャスターゲート

パネルキャスターゲート 2m

パネルキャスターゲート 3m

■仕様
規格 L（mm） S（mm） H（mm）重量（kg）
3.6m 3,600 470 2,000 95
4.5m 4,500 550 2,000 120
5.4m 5,400 630 2,000 145

■仕様
規格 L（mm） S（mm） H（mm）重量（kg）
3.6m 3,600 470 3,200 160
4.5m 4,500 550 3,200 200
5.4m 5,400 630 3,200 240

GL

（現場側）

（通路側）

20
0

L

S

45
8

21
6

単管パイプφ48.6
（別途）

単管パイプφ48.6
（別途）

2 - T番カプラー

H

GL

（現場側）

（通路側）

20
0

L

45
8

21
6

単管パイプφ48.6
（別途）

単管パイプφ48.6
（別途）

2 - T番カプラー

S
（折りたたみ幅）

H
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05
枠組み
手摺柱・手摺・手摺下さん・
エンドストッパー・養生枠... 57
先行手摺枠（据置き方式）
ライフガード................ 58・59
先行手摺枠（据置き方式）の
使用例 ................................. 60
先行手摺枠（先送方式） 
エア・フォールド ................ 61
伸縮ブラケット・鉄骨ブラケット・
型枠ブラケット..................... 62
ジャッキベース・
大引受ジャッキ .................... 63
梁枠 .................................... 64
L型隙間幅木・幅木（鋼製）... 65
落下防止材
SKアサガオ ................ 66・67
アルミアサガオ .................... 68
セーフティビーム・
セーフティステップ .............. 69
荷受け架台
ハンガーステージ ...... 70・71
枠組足場における主要部材の
使用例 ................................. 72

建枠・調整枠
1200幅 ....................... 48
建枠・調整枠
900幅.......................... 49
建枠・調整枠
600幅.......................... 50
調整枠・カチロック..... 51
枠上ベース・拡げ枠 ... 52
鋼製踏板（布板）・
コーナーステップ ......... 53
筋違（ブレース） ........ 54
階段用開口部手摺・
階段枠・階段用棒手摺... 55
開口付アルミ製踏板.... 56

18
00

1800

φ32

115

26
0

10
0

47

φ37

300

ダイロック
（フェンス台）

20
0

10
00

13
0

30
0

12
00

1000

300

約36φ

70
0

360

2000

φ34

■仕様
商品名 重量（kg）

プラスチックフェンス 約 3.6
専用ポリ台 約 0.6（満水時 約 10）

■仕様
品名 重量（kg） 材質

カラーコーン 3.0 本体： 特殊ポリエチレン
コーンバー 0.4 ABS樹脂

■仕様
重量（kg） 材質

5.0 スティール

■仕様
品名 重量（kg） 備考

ガードフェンス 15
ダイロック 12 フェンス台

カラーコーン

コーンバー

カラーコーン本体は柔らかい
素材で衝撃に強く、寒冷地で
も耐久性があります。

ベース部分には重量をもたせ
てあるので倒れにくく、また
環境に優しい容リ材です。

コーンバーは、カラーコーン
と組み合わせて区画線として
よく使用されます。

プラスチックフェンス

カラーコーン

保安機材 （フェンス類・カラーコーン・単管スタンド）

75°

78
0

78
079

5

160 50

60
5

単管スタンド

ガードフェンス
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調整枠・カチロック..... 51
枠上ベース・拡げ枠 ... 52
鋼製踏板（布板）・
コーナーステップ ......... 53
筋違（ブレース） ........ 54
階段用開口部手摺・
階段枠・階段用棒手摺... 55
開口付アルミ製踏板.... 56



4948

05 枠組み

枠
組
み

枠
組
み

建枠 品番：NK-1217

調整枠 品番：NK-1209

調整枠 品番：NK-1212

調整枠 品番：NK-1205

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

15.0 4,350

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

10.6 4,350

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

13.5 4,350

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

9.1 4,350

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

建枠・調整枠  1200幅

32
5

12
00

15
0

16
75

1200

600600

1200

32
5

30
0

40
0

15
0

11
75

87
5

32
5

40
0

15
0

600600

1200

600600

1200

48
8

44
20

0
20

0
44
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調整枠 品番：NK-0909

建枠 品番：NK-0917 調整枠 品番：NK-0912

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

14.0 4,350

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

9.5 4,350

建枠・調整枠  900幅

32
5

12
00

15
0

16
75

900

32
5

30
0

40
0

15
0

11
75

450450

900

32
5

40
0

15
0

87
5

450450

900

75
40

0
10

0

57
5

450450

900

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

調整枠 品番：NK-0906

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

9.0 4,350

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

7.0 4,350

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604
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建枠 品番：NK-0617

調整枠 品番：NK-0609

調整枠 品番：NK-0612

調整枠 品番：NK-0606

32
5

12
00

15
0

16
75

600

300300

600

32
5

30
0

40
0

15
0

11
75

32
5

40
0

15
0

87
5

300300

600

75
40

0
10

0

57
5

300300

600

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

12.0 3,500

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

7.8 3,500

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

9.4 3,500

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

6.0 3,500

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

建枠・調整枠  600幅
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調整枠 品番：NK-0615

調整枠 品番：NK-1215

カチロック（連結ピン）

調整枠 品番：NK-0915

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

14.0 4,350

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

11.0 3,500

■仕様
重量（kg）

0.6

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

12.0 4,350

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

調整枠・カチロック

12
00

15
0

1200

12
5

14
75

12
00

15
0

900

14
75

12
5

600

14
75

12
00

12
5

15
0

23
0

70

φ36.4

25
10

2.
5

10
2.

5

（ロック式）

建枠や調整枠の連結に使用します。弊社レンタル品の
建枠や調整枠には標準で付属します。
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枠上ベースの使用例

25

φ
42

.7

φ42
.7

70

25
70

φ36.4φ36.4

600 300

900 300

建枠 NK-0617

建枠 NK-0917

325

下さん

壁つなぎ

落下防止材
（クイックブラケット
　　　　＋小幅ネット）

枠上ベース

枠上ベースは、右図のように建枠上により幅の小さな建
枠を立ち上げるためのベースとして使用します。拡げ枠
とは逆の用途となる部材となります。

拡げ枠� 品番：NKH-0917（0912） 拡げ枠� 品番：NKH-0617（0609）

枠上ベース

■仕様
重量（kg）

0.7

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

17.9 3,000

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg）

16.9 3,000

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

■スパン別適合筋違
1,800mm 1,500mm 1,200mm 900mm 600mm
CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612

枠上ベース・拡げ枠

32
5

12
00

15
0

16
75

300900

1200

32
5

12
00

15
0

16
75

300600

900
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コーナーステップは、右図のよう
に枠組足場のコーナー部に発生す
る鋼製踏板間の隙間を埋めて開口
部を無くすために使用する鋼製の
足場板の一種です。

鋼製踏板（布板） 鋼製踏板（布板）

■仕様
規格 重量（kg）
500 6.6

■仕様
規格 重量（kg）
240 3.4

鋼製踏板（布板）・コーナーステップ

コーナーステップ 規格：500

■仕様
品　番 NK-0518 NK-0515 NK-0512 NK-0509 NK-0506

L寸法（mm） 1,800 1,500 1,200 900 600
重量（kg） 14.3 11.9 10.3 7.8 5.3
許容荷重（kg） 250

コーナーステップ 規格：240

■仕様
品　番 NK-0218 NK-0215 NK-0212 NK-0209 NK-0206

L寸法（mm） 1,800 1,500 1,200 900 600
重量（kg） 10.2 6.7 6.0 4.6 3.8
許容荷重（kg） 120

L

50
0

45

L

24
0

45

460

50
0

460

24
0

コーナーステップの使用例

900

鋼製踏板
NK-0218鋼製踏板

NK-0518

壁つなぎ

壁つなぎ

筋違 
CB-1812

自在クランプにて
建地同士を緊結

エンドストッパー
H=900 2段

コーナーステップ500

コーナーステップ240

内側筋違外しの上、
単管にて手摺を取り付け
H=900 2段

300

90
0

30
0

500幅 240幅
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■仕様
識別色 ■朱 ■エンジ ■水 ■緑 ■黄 ■緑 ■青 ■オレンジ ■ピンク ■ネイビー（黒）
品番 CB-1812 CB-1512 CB-1212 CB-0912 CB-0612 CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

A（mm） 1,800 1,500 1,200 900 600 1,800 1,500 1,200 900 600
B（mm） 1,200 400
C（mm） 2,163.3 1,920.9 1,697.0 1,502.0 1,341.6 1,843.2 1,552.3 1,264.9 985.0 721.1
重量（kg） 4.2 3.6 3.4 2.8 2.6 3.6 3.0 2.3 1.9 1.5
梱包数 50本

筋違（ブレース）

筋違（ブレース）

C

B

A

17
00

50
0

15
00

12
00

90
0

60
0

1800 1500 1200 900 600

調整枠 NK-1205

調整枠 NK-1206
NK-0906
NK-0606

調整枠 NK-1209
NK-0909
NK-0609

調整枠 NK-1212
NK-0912
NK-0612

調整枠 NK-1215
NK-0915
NK-0615

建枠 NK-1217
NK-0917
NK-0617

40
0

40
0

40
0

40
0

12
00

12
00

CB-1812

CB-1812

CB-1504

CB-1504

CB-1504

CB-1204

CB-1204

CB-1204

CB-0904

CB-0904

CB-0904

CB-0604

CB-0604

CB-0604

CB-1512

CB-1512

CB-1212

CB-1212

CB-0912

CB-0912

CB-0612

CB-0612

CB-1804

CB-1804

CB-1804

CB-1804 CB-1504 CB-1204 CB-0904 CB-0604

建枠・調整枠用の筋違設置例



5554

枠
組
み

枠
組
み

階段用開口部手摺

階段枠 階段用棒手摺

■仕様
重量（kg）

13.5

階段用開口部手摺・階段枠・階段用棒手摺

329

～810
570

2491230

90
0

45
0

45
0

1800

780

1800

17
00

274
6

500

■仕様
品番 E-1718 A-1718
材質 鋼製 アルミ製
形状 踏板７段 踏板８段

重量（kg） 30 20

2455～2515

40

13

■仕様
重量（kg）

4
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開口付アルミ製踏板
部分開閉ハッチと梯子付きの踏板で限られたスペースでも安全に上下移動が可能

水平移動も支障にならない
伸縮梯子

5
0

0

3
9

0

28
8

梯
子
外
幅

梯
子
踏
ざ
ん
有
効
幅

8
3

5
0

4

1800

開閉操作窓
1669

梯子収納ピン2ヶ所 梯子収納ピン2ヶ所
※収納兼用

伸縮梯子を標準装備
伸縮梯子の採用により、最下段のジャッキベースの高さに左右されず、
確実に接地します。安全性が確保された安心の上下移動が行えます。

■対応接地高さ
建枠1700H（下部鋼製足場板接地）〜
建枠 1800H＋ジャッキ（MAX）300mm

■対応接地調節長　375mm／ 25mmピッチ

踏板裏面に梯子を収納
運搬・保管時など梯子は布板の
裏面に収納できます。

ハッチはワンタッチで開閉
片手でハッチのシャフトを操作するだけで、容易に開閉の解除・ロック
が行えます。

4方向に取り付けられる梯子
伸縮梯子は現場の状況に合わせて、4方向のいずれにも設置することが
できます。

軽量設計
1800スパンでも 17.5kgの軽量設計。設置・解体・移動作業にも負担
をかけません。※踏板 13.5kg／伸縮梯子 4.0kg
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■仕様
L寸法（mm） 1,800 1,500 1,200 900 600
重量（kg） 1.7 1.4 1.1 0.8 0.5

■仕様
L寸法（mm） 1,800 1,500 1,200 900 600
重量（kg） 1.8 1.5 1.2 0.9 0.6

■仕様
規格 長さ（mm） 重量（kg）

4210 1,000 2.4
4211 1,100 2.6

■仕様
規格 重量（kg）

0612 2.5

養生枠

手摺柱・手摺・手摺下さん・エンドストッパー・養生枠

L寸法

φ16 φ21.7

11
00

32
5

37
5

37
5

10
00

35
0

65
0

1000タイプ
（4210）

1100タイプ
（4211）

建枠

下さん

鋼製踏板

筋違

32
5

φ16 φ27.2

L寸法

600～1200
（伸縮）

建枠
エンドストッパー

メッシュシート

下さん

φ48.6・φ42.7兼用

45
0

90
0

45
0

L寸法

φ16 φ21.7

11
00

32
5

37
5

37
5

10
00

35
0

65
0

1000タイプ
（4210）

1100タイプ
（4211）

手摺柱 手摺

25

22

A寸
法

L寸法

■仕様
規格 L寸法（mm）A寸法（mm） 重量（kg）

1800 1,790 847 10.5
1500 1,490 847 8.5
1200 1,190 847 7.0
900 890 847 5.5
600 590 847 5.0

エンドストッパー手摺下さん

足場への設置には養生クランプ（P46）を使用します。

足場の端部や作業床が無い
場所などに取り付ける墜落
防止用手摺です。不要な侵
入を防ぐという役割もあり
ます。

筋違下部の隙間からの墜落を
防止するための手摺です。単
に「下さん」とも呼ばれます。
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2 足場外側にライフガードを取付けます。

6 2層目の建枠に組み立て、躯体側の
足場に筋違を設置します。

1 1層目の枠組足場を組み立てます。
（1層目のみ両面に筋違を取付けます）

3 位置決め金具を建枠の
横架材に掛けます。

4 下部固定金具を固定
します。

5 ボルトを手で軽く締め
ます。

先行手摺枠（据置き方式） ライフガード

取付手順

足場からの乗り出しがなく安全な設置・解体が行える先行手摺枠

・独自の回転施工方式により、足場からの乗り出しがなく安全な設置・解体が行えます。
・外側面には筋違を設置する必要がなく、またワンタッチ取付金具により工具も不要でスピーディな設置・解体が行
えます。
・安全帯の取付が可能なライフガードは、万一の墜落時でも人体への衝撃を緩和されるよう設計されています。

固定金具はワンタッチで建枠に装着できます。
しかも手締めボルトにより、安全を高めるロックが可能です。
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8 ライフガードを上下逆にした状態で、
位置決め金具を建枠の横架材に掛け
ます。
この時ライフガードの下部は、下層の
ライフガードの外になるようにします。

9 上下逆に仮置きしたライフガードの上下を持ち、
手前に引きながらライフガードを反転させます。

10 下部固定金具を手順4、5
のように、2層目の建枠脚柱
に固定します。

11 上層の鋼製踏板を取付けます。手順
6～⓫の作業を繰り返して完成です。

7 1層目のライフガードの上部固定金具
を2層目の建枠脚柱に固定します。

※認定品は桁面のみです。妻面の性能は認定基準に準拠しています。

※

1200

966

12
69

1500

1266

12
69

1800

1566

12
69

900

666

12
69

600

366

12
69

高所作業となる 2層目以上の取付作
業は、鋼製踏板中央部で仮置きして
いきますので、足場から乗り出しがな
く、安全な作業が行えます。

■仕様
規格 長さ：L（mm） 重量（kg）
1800 1,566 13.0
1500 1,266 12.2
1200 966 10.4
900 666 9.4
600 366 7.6

トラック積載量の目安（スパン 1800 の場合、梱包枚数：40 枚）
※一例になります。実際に車輌の規格を確認してから積載してください。

●4トン車／
　240枚（40枚×3列×2段）

●10トン車／
　480枚（40枚×6列×2段）
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先行手摺枠（据置き方式）の使用例

先行手摺枠／梁枠（はり枠）使用時の注意事項

梁枠両側建地単管補強
φ48.6

開口部最大4スパン、高さ3層以内
（例図は開口部3スパン、高さ2層）

梁枠

壁つなぎ
筋違使用
最下層

手摺

手摺柱

下さん

梁枠直上部、
レベル上の両端の
それぞれ3層以内は
筋違使用

先行手摺枠

根がらみ単管φ48.6

梁枠を用いた開口部の寸法は、幅 4スパン以下、高さ 3層以下としてください。
梁枠の直上部および梁枠のレベル上の両端それぞれ 3層以内には、先行手摺枠を使用しないでください。
梁枠を設置する両側の建枠の建地には単管補強を行ってください。

梁枠の種類 開口部端の支持部から外方へのスパン数
2スパン用 1スパン以上
3スパン用 2スパン以上
4スパン用 3スパン以上

（備考） 3スパン用および 4スパン用にあっては、これにより難しいときは、 
梁枠の支持部の建枠に補強等の措置を講ずる。

■梁枠の種類別の枠組足場の構成

■梁枠の許容荷重（kN）
梁枠の種類 荷重点 梁枠 2枚で 1点当たりの許容荷重 2枚の許容荷重
2スパン用 1 7.85 7.85
3スパン用 2 4.90 9.814スパン用 3 3.27

（備考）上記荷重は、梁枠の認定基準の強度から算出したもの。

注意事項

ライフガードなどの先行手摺枠や梁枠を使用する場合は十分な強度を確保するために以下の事項に注意してください。

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』
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■仕様
重量（kg）

1.7

■仕様
規格 A寸法 B寸法 C寸法 重量（kg）

1800 1,800 1,681 2,660 8.1
1500 1,500 1,381 2,360 7.4
1200 1,200 1,081 2,060 6.7
900 900 900 1,760 6.0

先行手摺枠（先送方式） エア・フォールド
C
寸
法

90
0

10
65

45
0

上さん φ27.2

中さん φ27.2
手摺 φ34.0

A寸法

B寸法

119

12
0

建枠

鋼製踏板

取付金具(先送型)

筋違
エア・フォールド
先行手摺本体

折りたたみ状態

取付状態

組立図

先送方式の先行手摺枠のエア・フォールドは、常に手摺が先行して組立・解体作業ができるので墜落や転落を防止し
ます。作業は効率的で、取付金具（先送型）を盛替えて先行手摺本体を先送りします。1層分の先行手摺枠本体と
2層分の取付金具があれば高さは何層でも可能です。また折りたたみ式の本体のため運搬や収納も容易です。

先行手摺本体

取付金具（先送型）
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伸縮ブラケット 規格：DS-35 型

伸縮ブラケット 規格：DS-71 型

伸縮ブラケット 規格：DS-57 型

■仕様
重量（kg） 先端許容荷重（kg）

5.8 200

300

木製足場板

伸縮ブラケット DS-35型
筋違

建枠

伸縮ブラケットの使用例

バタ掛金具
φ48.6・60角兼用
金具反転でシーボルト
にも対応

手摺立てパイプ
φ57 ボルト

平径
21

足場板用パイプ
φ42.7

調節ピン

140

（折りたたみ時）

600

590

98
5

型枠ブラケット鉄骨ブラケット� 規格：1400

■仕様
重量（kg） 許容荷重 傾斜調整角度（°  ）

7.0 980N（100kgf） 0, 6, 12, 18, 23, 28, 
34, 39, 44

■仕様
重量（kg） 許容荷重（t）

50 4.68

■仕様
重量（kg） 先端許容荷重（kg）

4.0 200

■仕様
重量（kg） 先端許容荷重（kg）

4.6 200

伸縮ブラケット・鉄骨ブラケット・型枠ブラケット

310～500

32
0

32
0

500～700

4
3

5

700～1000

1400

64
0

55
55

53
0

10
5

64
0

55
55

53
0

85

＊ボルト径　25.4φ

単管足場や枠組足場から
張り出して足場を設置し
たい場合や落下防止材と
して使用します。
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ジャッキベース 品番：A752

大引受ジャッキ 品番：A752H

ピボット大引受ジャッキ 自在ジャッキベース

ロングジャッキベース 品番：A752S

ロング大引受ジャッキ 品番：A752HS

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg） 有効繰出長（mm）

5.1 2,175 200

■仕様
重量（kg） 許容荷重 (kg)

7.1 2,175
有効繰出長 (mm)

200

■仕様
重量（kg）

5.2

■仕様
重量（kg） 有効繰出長（mm）

6.5 400

40
6

φ35 

調
節
長

25
0

51

140

140

85

φ9

φ35 

140

140

85

φ9

60
0

調
節
長

45
0

51

1506 6

50
6

140

φ35 

調
節
長

25
0

60
10

0

角度調節

1606 6

60
0

φ35 

調
節
長

36
0

90
10

0

150

120
φ8

φ13

14
0

85

φ35 

140

140

角度調節

85

φ9

60
0

20

φ35 

1506 6140

70
0

調
節
長

45
0

60
10

0

■仕様
重量（kg） 許容荷重（kg） 有効繰出長（mm）

3.7 2,175 200

■仕様
重量（kg） 有効繰出長（mm）

5.0 300

ジャッキベース・大引受ジャッキ



6564

05 枠組み

枠
組
み

枠
組
み

梁枠

梁枠

梁渡し（梁枠ベース）

方杖 梁枠受

■仕様
規格 ６００ ９００ １２００

重量（kg） 5.9 6.5 10.2

■仕様
重量（kg）

5.5

■仕様
重量（kg）

2.7

14
0

14
0

14
0

3800 3800
7600

3000

350

3000
6000

2100 2100
4200

350

51.5 600 51.5 51.5 900 51.5 51.5 1200 51.5

1550

14
5

6060

38
38

13
2

■仕様
種類 ２スパン用 ３スパン用 ４スパン用
規格 3.6 5.4 7.2

重量（kg） 25 40 53

（3スパン　有効長さ　L=4800）

（4スパン　有効長さ　L=6600）
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L型隙間幅木

15
0

カチロック爪開孔

A

C

B

140

規格 A（mm） B（mm） C（mm） 重量（kg）
1800 1,800 1,850 1,680 4.5
1500 1,500 1,550 1,380 3.8
1200 1,200 1,250 1,080 3.2
900 900 950 780 2.5
600 600 650 480 1.8

■仕様

規格 L （mm） P（mm） 重量（kg） 備考
1800 1,826 1,800 4.6

鋼製 
桁側専用

1500 1,526 1,500 4.1
1200 1,226 1,200 3.5
900 926 900 3.0

■仕様

規格 L （mm） 重量（kg） 備考
1200 967 2.5 鋼製

妻側専用900 707 2.0

■仕様

2-φ10

20

建枠脚注固定金具

スライド スライド

8585

20

C

B
A

2525 固定金具

15
4.

1

85

25

約100°

約95°

L型隙間幅木・幅木（鋼製）

　通常の幅木としての役割に加えて、床材である鋼製踏板と建地間
の隙間を埋めるための機能もあります。
　これは平成27年7月1日に施行された改正安全衛生規則の第
563条の「床材と建地との隙間は、十二センチメートル未満とするこ
と」（P110参照）に対応するものです。

L型隙間幅木同士をカチロック爪開孔を基準にしっかりと
重ね合わせてから、カチロックを開孔に通してください。

背面の固定金具はハンマーなどでスライドさせ、建枠
の脚柱に固定してください。

設置上の注意

幅木機能に加えて、鋼製踏板と建地間の隙間埋めにも活用

幅木（鋼製） 妻側幅木（鋼製）

平面図

背面図

断面図

カチロック爪開孔

固定金具

在庫僅少 在庫僅少

L

P

45
10

15
3

25

45
10

L
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コーナー部　アサガオ

SKアサガオは、建枠の建地に設置する上下の取付金具と、バンノー鋼板などを取付ける主材、
バンノー押え、下部から支える斜材などにより構成されています。これらは、足場内にて順次
組み立てられるように構成されており、高い安全性を保持しております。

解体作業はアサガオ全体を足場側に引き起こし、足場内から、組立時の逆の手順で行います。 
まず、コーナー部、続いて直線部の順序です。

■直線部部材数量（1スパン当たり）
品名 No. 備考 数量

アサガオ主材
セット

① アサガオ主材右 1
① アサガオ主材左 1
⑦ アサガオ斜材 2
⑧ スライド管 2
⑨ 主材取付金具（上段用） 1
⑩ 斜材取付金具（下段用） 1

フレ止め ③ グラビティ付 2
バンノー受けC型 ② 1
バンノー受け L型 ④ 1
バンノー押え ⑤ 1
バンノー鋼板 ⑥ 6
 1スパン　1800mm　125.5kg
W1/2（4分）×38 ボルトナット

販売品
2

W1/2（4分）×65 2
重量（1800スパン 1セット）約 125.6kg

■コーナー部部材数量（1スパン当たり）
No. 品名 数量 備考
① センター主材 1
② コーナー主材 各 1 左用・右用有り
③ パネル 各 2 A・B・C有り
④ フレ止め 2 グラビティロック付
⑤ センターフレーム 各 1 左用・右用有り
⑥ コーナーフレーム 各 1 左用・右用有り
⑦ 主材取付金具 1
⑧ 斜材取付金具 1
⑨ センター斜材 1
⑩ コーナー斜材 2
⑪ センタースライド管 1
⑫ コーナースライド管 2
W1/2（4分）×38 10

ボルトナット
販売品

W1/2（4分）×65 5
W1/2（4分）×75 2
W3/8（3分）×100 2

重量（1セット当たり）約 144.2kg

10

8

7

9 2393

25°

2210

スライド
壁つなぎ

ＳＫアサガオ
取付部

（
組
立
・
解
体
）

（
使
用
時
）

バンノー受けC型②

バンノー鋼板 ⑥

フレ止め ③

アサガオ斜材 ⑦

スライド管 ⑧

斜材取付金具 ⑩

主材取付金具 ⑨

バンノー受けL型 ④

主材 ①

2

1
5

3

6
4

スパン1800

23
93

① センター主材

⑤ センターフレーム
④ フレ止め

③ パネルA・B・C ② コーナー主材

⑥ コーナーフレーム

⑥ コーナーフレーム

⑨ センター斜材

⑥ コーナー斜材

⑦ 主材取付金具

⑩ コーナー斜材 

落下防止材　SKアサガオ
下部斜材支持・折りたたみ式の落下防止材として公共の安全を守ります。

組立図

構成図
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SKアサガオ 部材表

① アサガオ主材 ② バンノー受け C型 ③ フレ止め

2393

－60×30×10×2.3

スパン 600 2.38kgL=474 OA-23M6D

スパン 1800 4.9kgL=1674 OA-2318D
スパン 1500 4.3kgOA-2315DL=1374
スパン 1200 3.5kgOA-2312DL=1074
スパン 900 2.8kgOA-2309DL=774

－36×45×60×2.3

L

Ｌ＋10
クリップ

スパン 1800 2.7kgL=2003 OA-2318C
スパン 1500 2.4kgOA-2315CL=1759
スパン 1200 2.1kgOA-2312CL=1537
スパン 900 1.8kgOA-2309CL=1344
スパン 600 1.54kgOA-23M6CL=1197

L

グラビティロック

φ27.2

④ バンノー受け L型 ⑤ バンノー押え ⑥ バンノー鋼板

スパン 1800 6.6kgL=1674 OA-2318A
スパン 1500 5.5kgOA-2315AL=1374
スパン 1200 4.4kgOA-2312AL=1074
スパン 900 3.2kgOA-2309AL=774
スパン 600 2.05kgOA-23M6AL=474

L

Ｌ－60×65×3.2

スパン 1800 4.4kgL=1690 OA-2318B
スパン 1500 3.8kgOA-2315BL=1390
スパン 1200 2.1kgOA-2312BL=1090
スパン 900 2.5kgOA-2309BL=790
スパン 600 2.39kgOA-23M6BL=490

L

クリップ －40×40×15×3.2

t=1.2 9.1kgBB-223

2350

30
0

⑦ アサガオ斜材 ⑧ スライド管 ⑨ 主材取付金具 ⑩ 取付金具

OA-3000S 5.4kg

3002

φ34

OA-08S 1.2kg

φ27.2

850

OA-UK 1.4kg

φ42.7
φ48.6
兼用クランプ
シート用

防音パネル用
養生枠用

140

14
0

OA-PK 1.2kg

φ42.7
φ48.6
兼用クランプ

135

14
0

① センター主材 ② コーナー主材 ③ パネル A・B・C ④ フレ止め

OAC-2380 9.7kg

－50×50×2.3

2385

OAC-2390R右用 10.1kg
OAC-2390L左用 10.1kg

－50×20×10×1.6

－60×30×10×2.3

2393

OAC-211Bパネル BL=1185 8.7kg
OAC-207Aパネル AL=735 4.8kg

OAC-216Cパネル CL=1635 12.8kg

61
0

L

OAC-23C 1.3kg

1221

グラビティロック

φ21.7

⑤ センターフレーム ⑥ コーナーフレーム ⑦ 主材取付金具 ⑧ 斜材取付金具

OAC-23ER右用 5.6kg
OAC-23EL左用 5.6kg

－36×40×50×2.3

2278

OAC-23FR右用 7.0kg
OAC-23FL左用 7.0kg

－36×40×50×2.3

2259

OAC-UK 4.2kg

10
0

14
5

14
2

16
0

OAC-PK 2.9kg

10
0

14
0

14
0

14
2

⑨ センター斜材 ⑩ コーナー斜材 ⑪ センタースライド管 ⑫ コーナースライド管

OAC-3000S 5.4kg
3002

φ34

OAC-2980S 7.1kg
2987

φ42.7

OAC-09S 1.2kg

φ27.2

925

OAC-08S 1.8kg

φ34

865

直線部部材表

コーナー部部材表
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直線部

コーナー部

■オプション部材
直線フレーム間隙間埋め材 3.2 スパン数－1

万能板受け（上）

振れ止め

フレームL

万能板押え

FRP製万能板

直線フレーム間
隙間埋め材

万能板受け（下）

フレーム受け金具

フレームR

センターフレーム

振れ止め A（横）

振れ止め B（縦）

サイドフレームR

サイドフレームL

隅フレーム受け金具
隅フレーム受け金具

万能板押え

FRP製万能板 大

FRP製万能板 中

FRP製万能板 小

妻側フレーム受け金具

■直線部 部材数量（1800 ピッチの場合）
部材名 重量（kg） スパン当たり数量

フレーム L＋斜材 10.7 スパン数
フレーム R＋斜材 10.7 スパン数
万能受け（上） 4.6 スパン数
万能受け（下） 5.0 スパン数
万能板押え 1.8 スパン数
振れ止め 2.1 スパン数×2
フレーム受け金具 2.9 （スパン数＋1）×2
FRP製万能板 5.0 スパン数×6

※スパン当たり重量合計：72.8kg ×スパン数＋ 5.8kg

■コーナー部 部材数量
部材名 重量（kg） 1 コーナー当たり数量

サイドフレーム L 9.5 1
サイドフレーム R 9.5 1
センターフレーム＋斜材 19.1 1
万能板押え（上） 2.3 2
振れ止め A 1.7 2
振れ止め B 1.9 2
隅フレーム受け金具 9.5 2
FRP製万能板 小 3.0 2
FRP製万能板 中 5.0 2
FRP製万能板 大 8.0 2

※ 1 セットの重量は約 100.9kg です。

■妻側専用金具
妻側フレーム受け金具 3.0 2

※引き上げロープは別途用意してください。

アルミアサガオ
アルミ合金と FRP製のアサガオで従来品よりも作業性が大幅向上
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3

単管φ48.6

単管φ48.6

単管φ48.6
建枠建地 建枠建地

セーフティステップ
本体

セーフティ
ステップ
本体

セーフティステップ
手摺

セーフティステップ
手摺

10
0

12
00

10
0

12
0013
00

670 200 300 450 300

1400

310

45
0

445 直接ベランダを乗り越えた場合 ベランダの通路を確保する場合

セーフティステップ

■仕様
品名 重量（kg）
本体 14.0
手摺 4.0

■仕様
規格 最短寸法（mm） 最長寸法（mm） 重量（kg） 許容荷重（kg）
M 1,370 2,200 17.0 500
L 2,000 2,700 21.0 500

安全面上、許容荷重 500kgとします。
インサートは、壁つなぎ用の 4分のインサートを使用してください。
外部締め付けボルトは、JIS規格の 4分を使用してください。
取り付けた後は、すべてのボルトがきちんと締まっているか必ず確認してください。
持ち運びの時は、さや抜け防止として必ず固定用ボルトを締めてください。
ビームの上に足場板などを敷き詰める際は必ず番線などできちんと固定してください。

建物の踊り場からベランダを乗り越えて安全に足場へ移動する以外には、使用しないでください。
120kg以上の荷重をかけないでください。
手摺は、本体に取り付けた後、固定用のボルトできちんと固定してください。
本体に取り付けた手摺は、絶対に乗り越えないでください。
クランプは、足場に取り付けた単管パイプにきちんと固定してください。
移動時の階段部と踊り場部は、折りたたんで接続ボルトを強く締め付けて開かないことを確認してください。

セーフティビーム

セーフティビーム・セーフティステップ

本体天板部詳細

手摺

エレベーターシャフトなどの開口部床用のビームです。開口部の幅に合わせて伸縮することができます。
エレベータービームと呼ばれることもあります。

セーフティステップは、外部足
場と建物のベランダとの昇降タ
ラップです。足場に取り付けた
単管に天板部下のクランプを固
定して使用します。

セーフティビームの使用例
（エレベーター開口部）

最短寸法

最長寸法

伸縮

65

10
0

100

15

19
0

ボルト
取り付け用穴φ13

セーフティビーム

足場板

平面図

足場板

セーフティビーム

断面図

■使用上の注意

■使用上の注意
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※足場の許容荷重は、次の通りです。1200 枠ー 500kg / スパン、900 枠ー 400kg / スパン、600 枠ー 250kg / スパン
※メッシュシート以外の養生材（防音パネル、アサガオなど）を使用する場合、および風荷重を考慮する場合は、別途検討してください。
※上記の積載荷重は、ハンガーステージ上のそれぞれの鋼製踏板の許容荷重を越えないように配置してください。
※「足場層数」は、組み上げる建枠最上段までの層数を意味し、ハンガーステージを取り付ける層高ではありませんのでご注意ください。

■ハンガーステージ 許容積載荷重早見表
　建枠の種類、層数に応じて積載荷重は次の通りとしてください。 （単位：kg/ スパン）

足場層数 足場高さ
(m)

HS 許容積載荷重

1200幅
建枠

900幅
建枠

600幅
建枠

3 層 5.2 680 680 680
4 層 6.9 680 680 680
5 層 8.6 680 680 680
6 層 10.4 680 680 680
7 層 12.1 680 680 680
8 層 13.8 680 680 680
9 層 15.5 680 680 680

10 層 17.3 680 680 680
11 層 19.0 680 680 680
12 層 20.7 680 680 680
13 層 22.4 680 680 680
14 層 24.2 680 680 680

足場層数 足場高さ
(m)

HS 許容積載荷重

1200幅
建枠

900幅
建枠

600幅
建枠

15 層 25.9 680 680 680
16 層 27.6 680 680 680
17 層 29.3 680 680 680
18 層 31.1 680 680 680
19 層 32.8 680 680 680
20 層 34.5 680 680 680
21 層 36.2 680 680 680
22 層 38.0 680 680 680
23 層 39.7 680 680 680
24 層 41.4 680 680 680
25 層 43.1 650 680 680
26 層 44.8 620 680 680

17
00

34
00

ハンガーステージ

17
00

1430

壁つなぎ

壁つなぎ

積載荷重
下表参照

荷受け架台　ハンガーステージ
安全で効率的な作業空間を実現する荷受け架台システム

安全かつ省力施工
足場内からの施工により、施工時の安全性を高めるとともに、少
人数での迅速な組立・解体を実現しました。また、専用取付金具
により取付が簡単に行え、施工強度のばらつきも解消できます。

システム化された部材と現場の美観向上への貢献
荷受け架台をシステム化し、各部材の構成を明確にしました。また
従来の単管クランプによる施工よりも新しいスタイルの荷受け架台
として現場の美観向上にも貢献します。

ハンガーステージ本体
許容支持力 = 1000kg（等分布荷重）
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① ハンガーステージ梁材（ロックピン機能付き） ② ハンガーステージ斜材 M
1430

3620

③ ハンガーステージ手摺枠 ④ ハンガーステージ手摺柱 N

1430

10
50

1050

⑤ハンガーステージ手摺 18

1800

⑥ ハンガーステージ幅木 S ⑦ ハンガーステージ幅木 18

1370

18
0

1800

24
0

⑨ ハンガーステージ吊り材（オプション） ⑩ ハンガーステージ揺れ止めカプラー

1830 56

No. 品名 品番 重量
数量

1スパン 2スパン 3スパン
① ハンガーステージ梁材 HSH-143 9.2kg 2 3 4
② ハンガーステージ斜材 M HSS-143M 12.2kg 2 3 4
③ ハンガーステージ手摺枠 HSW-143 9.7kg 2 2 2
④ ハンガーステージ手摺柱 N HSP-105N 2.9kg 0 1 2
⑤ ハンガーステージ手摺 18M MGR-18 2.2kg 2 4 6
⑥ ハンガーステージ幅木 S HSB-143S 6.3kg 2 2 2
⑦ ハンガーステージ幅木 18M HSB-18M 9.3kg 1 2 3
⑧ 鋼製踏板 NK-0518 14.3kg 3 6 9

1セット 1セット重量 131.4kg 227.3kg 293.2kg

No. 品名 品番 重量 備考
⑨ ハンガーステージ吊り材 HSW-183 2.6kg 2層連続設置する場合、斜材に代わり使用
⑩ ハンガーステージ揺れ止めカプラー ー 0.5kg 吊り材使用時の吹き上げ防止に使用

ハンガーステージ　構成部材

ハンガーステージ　オプション部材表

ハンガーステージ 部材表

ハンガーステージ　構成部材表（1セット） M：メーターサイズ



仮囲い01

72

05 枠組み

枠
組
み

06
単管パイプ
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鉄筋フック・ブルマン・
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吊りチェーン・OKマット・
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木製足場板・鋼製足場板・
アルミ足場板 ....................... 80

足場板の性能・
ハンガーパレット.................. 81

単管・鋼管・木材・合板などの
断面性能表 ......................... 82

ジャッキベースの使用例

拡げ枠の使用例

エンドストッパーの使用例

階段枠および関連部材の使用例梁枠および関連部材の使用例

枠組足場における主要部材の使用例

建枠の脚部の詳細図です。ジャッキベース（P33）は敷板に釘止
めし、しっかりと固定してください。また脚部の滑動や沈下を防
止するため、単管φ48.6と直交クランプで建地に根がらみを設
置し、建枠同士の脚部を連結させてください。

梁枠（P34）は枠組足場に開口部を設置するために使用します。
梁枠を支持する建枠の脚柱には壁つなぎを設置してください。 
付加情報がありますので P30、92もご参照ください。

下図は枠組足場における昇降階段の詳細図です。階段枠（P25）
を設置するため鋼製踏板を取り外した部分には階段用開口部手
摺を設置します。また階段枠と平行に階段用棒手摺を 2段で設
置しています。

拡げ枠（P22）は、枠上ベースとは
反対に、幅の小さい建枠の上に幅
の広い建枠を設置する役割があり
ます。

そのため足場を設置しようとする
建物の躯体に凹凸がある場合など
足場下部にて何らかの制約がある
際に使用します。

拡げ枠使用には枠組足場に偏心荷
重が働きますので、右図のように
各スパンに壁つなぎを設置する必
要があります。

直交クランプ

ジャッキベース A752

建枠建地

敷板釘止め

根がらみ φ48.6

壁つなぎ

落下防止材
（クイックブラケット＋小幅ネット）

幅木

21
0

900 300

32
5

下さん

45
0

90
0

45
0

エンドストッパー

建枠 NK-0917

メッシュシート

壁つなぎ
（引張材）

壁つなぎ
（引張材）

建枠 NK-0917

建枠 NK-0617

拡げ枠
NKH-0617

落下防止材

壁つなぎ
（圧縮材）

壁つなぎ
（圧縮材）

拡
げ
枠

建
枠

建
枠

建
枠

32
5

下さん

壁つなぎ

鋼製踏板

筋違建地単管補強
φ48.6

梁枠2スパン

建枠

梁渡し

梁枠受

方杖

32
5

90
0

45
0

階段用開口部手摺

階段用棒手摺

建枠 NK-1217

鋼製踏板
NK-0518

階段枠 A-1718

筋違CB-1812

根がらみφ48.6ジャッキベースA752（敷板釘止め）

下さん

45
0

エンドストッパー（P27）
は足場の端部などに取り
付ける妻側専用の墜落防
止用手摺です。「妻側手
摺」とも呼ばれます。
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角パイプ

単管パイプ

単管パイプ・角パイプ

φ48.6

断面積🄐（cm２） 断面二次モーメント🄘（cm4）断面二次半径⒤（cm） 断面係数🄩（cm3）
2.646 7.26 1.66 2.99

■断面性能表

種別 断面積🄐（cm２）断面二次モーメント🄘（cm4） 断面二次半径⒤（cm） 断面係数🄩（cm3）
60角パイプ 5.172 28.3 2.34 9.44

100角パイプ 8.852 140 3.97 27.9

■断面性能表

■仕様
規格 一般構造用炭素鋼鋼管 JISG3444 3種 STK500（φ48.6×1.8）

表面処理 溶融亜鉛メッキ（ドブメッキ）
JISH8641および JISH9124
規格＝JISH8641-HDZ40（付着量 400ｇ／ m2以上）

■仕様
規格 一般構造用角形鋼管 JISG3466 STKR400

表面処理 溶融亜鉛メッキ（ドブメッキ）
JISH8641および JISH9124
規格＝JISH8641-HDZ40（付着量 400ｇ／ m2以上）

■単管パイプ 0.5m ～ 5.0m（規格表）

長さ（ｍ）
単管種類別重量（kg）

備考
足場用 打込用

5.0 10.40

ピン付

4.5 9.36
4.0 8.32
3.5 7.28
3.0 6.24
2.5 5.20
2.0 4.16
1.5 3.12 4.10

ピン無
1.2 2.50
1.0 2.08 2.73
0.7 1.46
0.5 1.04

■角パイプ 1.0m ～ 4.0m（規格表）

長さ（ｍ）
重量（kg）

60×60×2.3 100×100×2.3
4.0 16.24 27.80
3.5 14.21 24.33
3.0 12.18 20.85
2.5 10.15 17.38
2.0 8.12 13.90
1.5 6.09 10.43
1.0 4.06 6.95

60 60

　60角パイプ
　□－60×60×2.3　1.0m～4.0m

100

10
0

　100角パイプ
　□－100×100×2.3　1.0m～4.0m

208.5

100

8.5

100

110

90

13
0

10
8

90

7.
5

90
90

100 角ジョイント 角パイプ関連商品

■仕様
重量（kg）
2.93kg

100角パイプを差し込んでから
ボルトを締めて連結します。

単
管
パ
イ
プ
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クランプ

兼用直交クランプ

キャッチクランプマルチ

単クランプ チェーンクランプ

兼用自在クランプ

コ型キャッチクランプ

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

0.7 25 500

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

0.73 25 350

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

1.12 20 350

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

1.05 20 350

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.8 25

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.42 50

0
～

37

0

〜4
0

単管（φ48.6）と建地（φ42.7）との結束も可能な兼用タイプ

H鋼と単管（φ48.6）との結束に使用
垂直・水平・直交・自在のマルチタイプ

単管（φ48.6）や建地（φ42.7）にも使用可能な兼用タイプ 吊りチェーンの設置に使用

単管（φ48.6）と建地（φ42.7）との結束も可能な兼用タイプ

H鋼と単管（φ48.6）との結束に使用
垂直・水平兼用タイプ

4分
（W1/2） 6～

30

単
管
パ
イ
プ
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10
0

φ48.6

140

φ12

クランプ

単管ジョイント

3 連直交クランプ

養生クランプ兼用 養生クランプコーナー

単管ベース

3 連自在クランプ

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.7 30

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

1.1 15 350

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

1.2 15 350

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.5 50

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.8 25

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.5 50

単管（φ48.6）同士の結束に使用

単管（φ48.6）同士の連結に使用 単管（φ48.6）の固定に使用

単管（φ48.6）や建地（φ42.7）にも使用可能な養生枠設置クランプ

単管（φ48.6）同士の結束に使用

単
管
パ
イ
プ
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クランプ

サポートクランプ直交

角丸直交クランプ

根がらみクランプ直交 根がらみクランプ自在

サポートクランプ自在

角丸自在クランプ

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

0.75 25 500

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

0.75 25 350

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

1.07 20 500

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

1.07 20 350

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

0.64 25 350

■仕様
重量（kg） 入数（個） 許容荷重（kg）

0.64 25 500

単管（φ48.6）とサポート（φ60.8）との結束に使用

単管（φ48.6）と角鋼管（60角）との結束に使用

ジャッキベースなど（φ34～38）や単管（φ48.6）との結束に使用

単管（φ48.6）とサポート（φ60.8）との結束に使用

単管（φ48.6）と角鋼管（60角）との結束に使用

ジャッキベースなど（φ34～38）や単管（φ48.6）との結束に使用

単
管
パ
イ
プ
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88
φ28

76D22～32

ボルト平径 21

14
2

38

ブルマンボルト
M24×65

126

14
4 50

35

56

37

壁つなぎ

足場キーパーW1/2（4分）

壁つなぎ

建枠建地

鉄筋フック ブルマン

A型

B型

C型

鉄筋フック・ブルマン・壁つなぎ

■仕様
規格 重量（kg） 適合鉄筋径
32型 0.63 D22～ 33

規格 使用範囲（mm） 重量（kg） 許容荷重
13-16 130～    160  0.6

450kg

16-20 160～    200  0.8
19-25 190～    250  1.0
24-34 240～    340  1.1
34-52 340～    520  1.7
50-72 500～    720  1.9
70-92 700～    920  2.2
90-112 900～ 1,120  2.7

■仕様

規格 使用範囲（mm） 重量（kg） 許容荷重
A型 250～    420  1.2

450kgB型 380～    760  1.6
C型 680～ 1,060  2.2

■仕様

使用範囲（mm） 重量（kg） 許容荷重
125～ 310 1.5 450kg

壁つなぎ 1段式

H鋼用 壁つなぎ控え

壁つなぎ 2段式

鉄筋フックは柱・梁筋から親ロープを
取るための墜落災害防止用金具です。

2枚重ねの H鋼などを挟んで締め
付けて接合する治具で、ボルトの先
端には特殊加工が施されています。

壁つなぎは、足場を壁などに固定し足場の倒壊や変形を防ぐために使用しま
す。具体的な設置の仕様は「労働安全衛生規則」において定められています。

弊社では従来の1段式に加えて、より幅広いサイズ調整が可能な2段式も
取り扱っています。

H鋼からの壁つなぎ取付に使用

■仕様

470W1/2

80
110 125～310

（伸縮）

30

■仕様
規格 C-50

クランプ範囲 (mm) 12～ 48
厚さ (mm) 38
重量 (kg) 3.1
ラチェット 41
許容荷重 78.4kN

単
管
パ
イ
プ
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コンビステップ

吊りチェーン・OKマット・コンビステップ

吊りチェーン OKマット（仮設通路用安全マット）

φ5.89 9.5

41.243

562 240

879

678

995

24
0

24
0

45

12
0

10度毎

コンビステップ

手摺柱単管φ48.6

床足場板敷

建枠
幅木

手摺単管φ48.6

規格 重量（kg） 入数（本） 許容荷重（kN）
2m 1.2 10 一本吊りの場合

2.35
ループ吊りの場合

4.21

3m 1.8 10
4m 2.3 5
5m 2.9 5

■仕様

寸法（mm） 網目寸法（mm） 線径（mm） 重量（kg）
450×2,000 55×100 φ9　φ5 6.52

■仕様

規格 重量（kg）
600 4.4
900 5.7

■仕様

滑りにくい構造のため、配筋およびコンクリート打設作業の安全が図れ
ます。また作業員の荷重を分散するのでスラブ鉄筋の結束線の切断を防
止し、鉄筋の乱れや曲がりを防止できます。

コンビステップは単管と組み合わせて仮設階段を設置するために使用します。
360度の全回転式で 10度毎の調節が可能です。

コンビステップ600

コンビステップ900

コンビステップを屋上渡りの
ステップとしての使用する例

側面図

一本吊り ループ吊り

単
管
パ
イ
プ
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鋼製足場板

木製足場板

アルミ足場板

木製足場板・鋼製足場板・アルミ足場板

L
21

0
35

■仕様
規格 L寸法（mm） 重量（kg）
2m 2,000   8.0
3m 3,000 12.0
4m 4,000 16.0

■仕様
規格 L寸法（mm） 重量（kg）
1m 1,000   3.8

1.5m 1,500   5.5
2m 2,000   7.2
3m 3,000 10.6
4m 4,000 13.9

■仕様
規格 L寸法（mm） 重量（kg）
1m 1,000 2.1

1.5m 1,500 3.1
2m 2,000 4.1
3m 3,000 6.0
4m 4,000 8.0

L

24
0

36

36

滑り止めゴム材

240

36

許容曲げ応力度（kg/c㎡） ヤング率（kg/c㎡） 許容荷重（kg）※
165 9×104 110

※ 1.8m 単純支持

■仕様

許容曲げ応力度（kg/c㎡） ヤング率（kg/c㎡） 許容荷重（kg）※
1,900 2.1×106 150

※ 1.8m 単純支持

■仕様

許容曲げ応力度（kg/c㎡） ヤング率（kg/c㎡） 許容荷重（kg）※
1,000 7×105 120

※ 1.8m 単純支持

■仕様

L

25
0

40

250

40
滑り止めラバーコート

L

25
0

40

250

40

滑り止めラバーコート

L

24
0

36

36

滑り止めゴム材

240

36

単
管
パ
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足場板の性能

ハンガーパレット

足場板の性能・ハンガーパレット

■許容荷重
品名・規格 高さ×幅×長さ（mm） 許容荷重（kg）※ 1 安全率 たわみ（cm）※ 2 重量（kg/枚）

木製足場板　4m 35×210×4,000 110 4.0 3.5 16.0
鋼製足場板　4m 40×250×4,000 150 3.0 1.1 13.9
アルミ足場板　4m 36×240×4,000 120 2.4 2.3 8.0

（※ 1）1.8m 単純支持　（※ 2）中央集中 1.8m 単純支持

品名・規格 断面係数 Z（c㎥） 断面 2次モーメントⅠ（cm4）
木製足場板　4m 31.36 43.9
鋼製足場板　4m 3.71 8.94
アルミ足場板　4m 5.21 9.2

■断面性能

足場板は敷板としては使用しないでください。敷板として使用する
ことによって板面に部分的な支圧力でへこみや折れが発生し、足場
板としての性能が発揮できなくなりますのでご注意ください。また
敷板を足場板として使用することも絶対に避けてください。

■足場板の使用上の注意

50

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

たわみ （δkg）

荷
重

 （
Pk

g）

ℓ=1
20

cm

ℓ=1
20

cm

ℓ=180cm

ℓ=180cm

ℓ=150cm

ℓ=150cm

ℓ=180cm
ℓ=180cm

Pmax=460kg
Pmax=460kg

Pmax=560kgPmax=560kg

Pmax=450kgPmax=450kg

Pmax=360kgPmax=360kg

鋼製足場板
アルミ足場板

たわみ荷重

フォークリフトのない現場でもユニックやクレーンでの資材の保管、運搬、積み降ろ
しが安全に行えるパレットです。段積みも可能でスペースを有効に利用できます。

■仕様
呼称寸法 (mm) 奥行 1,000

〃 幅 1,200
〃 高さ 900

最内寸法 (mm) 奥行 920
〃 幅 1,090
〃 高さ 696

積載荷重 (kg) 1,000
吊上げ時積載荷重 (kg) 800
金網ピッチ (mm) 50×50
線径 (mm) 6
扉の開閉 上半分
重量 (kg) 100

単
管
パ
イ
プ
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■単管パイプ・角形鋼管

品名
標準断面寸法（mm） 断面積 単位重量 断面二次モーメント 断面二次半径 断面係数

サイズ 内厚 cm2 N/m cm4 cm cm3

単管パイプ φ48.6 1.8 2.646 20.4 7.26 1.66 2.99

単管パイプ φ48.6 2.4 3.483 26.8 9.32 1.64 3.83

鋼管 60角 50×50 2.3 4.252 32.1 15.9 1.93 6.34

鋼管 60角 60×60 2.3 5.172 40 28.3 2.34 9.44

鋼管 100角 100×100 2.3 8.852 68.2 140 3.97 27.9

鋼管 100角 100×100 3.2 12.13 93.3 187 3.93 37.5

■広巾 H 形鋼（※）

標準断面寸法 （mm） 断面積 単位重量 断面二次モーメント
（cm4）

断面二次半径
（cm）

断面係数
（cm3）

呼称寸法 高さ×辺 t1 t2 r cm2 kg/m Ix Iy ix iy Zx Zy

100×100 100×100 6 8 10 21.9 17.2 383 134 4.18 2.47 76.5 26.7

150×150 150×150 7 10 11 40.14 31.5 1,640 563 6.39 3.75 219 75.1

200×200 200×200 8 12 13 63.53 49.9 4,720 1,600 8.62 5.02 472 160

250×250 250×250 9 14 16 91.43 71.8 10,700 3,650 10.8 6.32 860 292

300×300 300×300 10 15 18 118.4 93 20,200 6,750 13.1 7.55 1,350 450

350×350 350×350 12 19 20 171.9 135 39,800 13,600 15.2 8.89 2,280 776

400×400 400×400 13 21 22 218.7 172 66,600 22,400 17.5 10.1 3,330 1,120

■山留 H 形鋼（※）

標準断面寸法 （mm） 断面積 単位重量 断面二次モーメント
（cm4）

断面二次半径
（cm）

断面係数
（cm3）

呼称寸法 高さ×辺 t1 t2 cm2 kg/m Ix Iy ix iy Zx Zy

200×200 200×200 8 12 51.53 65 3,650 1,295 8.42 5.01 365 130

250×250 250×250 9 14 78.18 80 6,980 2,850 10.6 6.04 710 228

300×300 300×300 10 15 104.8 100 17,400 5,903 12.9 7.51 1,160 394

350×350 350×350 12 19 154.9 150 35,000 12,510 15.0 8.99 2,000 715

400×400 400×400 13 21 197.9 200 59,000 20,300 17.3 10.1 2,950 1,015

■木材〔バタ角・桟木〕（※）・合板パネル（※）

製品名・形状
標準断面寸法 （mm） 断面積 単位重量 断面二次モーメント

（cm4）
断面二次半径
（cm）

断面係数
（cm3）

呼称寸法 サイズ cm2 kg/m Ix Iy ix iy Zx Zy

木材〔バタ角〕 90×90 90×90 81.0 6.48 546.7 2.598 121.5

木材〔バタ角〕 100×100 100×100 100.0 8.00 833.3 2.886 166.6

木材〔バタ角〕 120×120 120×120 144.0 11.52 1,728 3.464 288.0

木材〔桟木〕 60×30 18.0 1.44 54.00 13.50 1.732 0.866 18.0 9.000

合板パネル 12 （t）×900 108 8.64 12.96 0.346 21.6

合板パネル 12 （t）×1,000 120 9.60 14.40 0.346 24.0

合板パネル 12 （t）×1,800 216 17.28 25.92 0.346 43.2
※印がついた製品は弊社の取り扱い商品ではありません。あくまで参考資料です。

単管・鋼管・木材・合板などの断面性能表
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メッシュシート・シート関連商品

メッシュシート1 類 借受対応品

主要用途 塗装飛散防止用

■仕様

規格（m） 重量（kg）
1.8×5.1 5.0
1.5×5.1 4.1
1.2×5.1 3.4
0.9×5.1 2.7
0.6×5.1 2.0
0.3×5.1 1.3

型式 UK-333
色 グレー

充実率（φ） 0.9

塗料や粉塵、小物などの飛散防止に使用します。防炎性能もあります。
通気性が良く作業環境を快適に、また風圧による足場への負担を軽減します。

ジョイントロープはメッシュシートなどの結束用に使用します。
クレモナロープは強度に優れるため、水平ラッセルネットの結束
に使用します。

メッシュシート2 類 借受対応品

主要用途 塗装飛散防止用

■仕様

型式 2054
色 グレー

充実率（φ） 0.9

メッシュシートの軽量型です。仮設工業会の認定品ではありません

ジョイントロープ・クレモナロープ� シート関連商品

ジョイントロープ（販売品）
※色はグレーと白があります。

規格（m） 重量（kg）
1.8×5.1 1.5
1.5×5.1 1.3
1.2×5.1 1.1
0.9×5.1 0.9
0.6×5.1 0.7

■仕様
品名 長さ (mm) 入数（本） 色 備考

ジョイントロープ 600 100 グレー／白
販売品

クレモナロープ 600 100 白
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防炎白シート・塗装シート・シート関連商品

塗装シート 借受対応品

主要用途 風圧低減、塗料などの飛散防止

■仕様

規格（m） 重量（kg）
1.8×5.1 1.6
1.5×5.1 1.4
1.2×5.1 1.2
0.9×5.1 1.0
0.6×5.1 0.8

型式 #10000
色 ホワイト

充実率（φ） 0.73

メッシュ構造により風圧による足場への負担を低減しつつ、塗料や粉塵などの飛
散を防止します。

防炎白シート 借受対応品

主要用途 飛来落下防止

■仕様

型式 N-2
色 ホワイト

充実率（φ） 1.0

規格（m） 重量（kg）
1.8×5.1 4.0
1.5×5.1 3.3
1.2×5.1 2.7
0.9×5.1 2.0
0.6×5.1 1.3

作業者、歩行者を飛来物から守ります。また防炎性もあります。

充実率とはネットやシートなどの全面積に対する受風面
積を示すものです。実面積が高ければ高いほど、密度が
高く（すなわち目が小さく）風を通しにくいということ
を意味します。

例をあげると弊社が取り扱う商品の中でメッシュシート
1類の充実率は 0.9、それに対して垂直ネットの充実率
は 0.26です。ということはメッシュシートの方が風を
通しにくく、垂直ネットの方が前者よりも 3倍以上も風
を通すことがわかります。

シートやネットにおける仕様上の
充実率について

シートクランプ� シート関連商品

■仕様
重量（kg） 入数（個）

0.4 50

単管（φ48.6）や建地（φ42.7）にも使用可能な
シート設置用クランプ
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防音シート

防音シート

騒音レベルの参考資料

防音シートの音響透過損失データ
中心周波数（Hz） 音響透過損失（dB）

250 8
315 9
400 11
500 12
630 12
800 14

1000 15
1250 17
1600 19
2000 21
2500 23
3150 24
4000 26
5000 28

規格（m） 重量（kg）
1.8×3.4 10.8
1.5×3.4 9.4
1.2×3.4 7.2
0.9×3.4 6.2
0.6×3.4 4.4

型式 #1000
色 グレー

充実率（φ） 1.0

主要用途 工事に伴う騒音の軽減

■仕様

高密度で防音性に優れるだけでなく、耐久性や安全性も有しています。

（財）日本防災協会認定品

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000
0

5

10

20

30

40

35

15

25

音
響
透
過
損
失

(d
B)

1/3オクターブバンド中心周波数 (Hz)

■建設工事用機械の騒音レベル（30km 地点） 単位：dB
ブルドーザー バックホウ パワーショベル ダンプトラック ディーゼルハンマ 発電機

65～ 69 68～ 73 64～ 65 77～ 80 90～ 103 78～ 81

■騒音の例 単位：dB
騒音
レベル 130 120 110 100 90 80 70 60 50 40 30

場所

飛
行
機

　
離
着
陸
直
下

ガ
ー
ド
下

地
下
鉄
電
車
内

バ
ス
車
内

騒
々
し
い
街
頭

平
均
的
な

　
事
務
所
内

静
か
な

　
住
宅
地
の
昼

静
か
な

　
住
宅
地
の
夜

参考図書： 公害防止の技術と法規　騒音編
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水平ラッセルネット・ネット関連商品

規格（m） 重量（kg）
0.5×6 2.6
1×6 4.2
2×6 6.7
3×6 9.3
4×7 11.0
5×5 12.6
6×6 15.0
7×7 20.0
8×8 26.1

5×10 20.6

種類 ラッセル網
規格 1840D/8本
目合 15mm
強度 480N
材質 ポリエステル

緑網強度・径 17.65kN・φ9m

主要用途 労働者の墜落による危険防止

■仕様

建築現場などにおいて、労働者の墜落や工具などの落下による危険防止のために
用います。

ネットクランプ

水平ラッセルネット 借受対応品

重量（kg） 入数（個）
0.6 20

■仕様

フックタイプなのでネットの取り付け・取り外しがワンタッチ
で行えます。

49 25

30
60

W 1/2 締付ボルト

3568 34

12

φ12.7

フック

30° 40

コノ字金具

・ 水平ラッセルネットを複合して、複合ネットにするときはネット相互の平行する緑網を 30cm以下の間隔で合成繊維ロープまたは専用金具などを用い
て結合してください。
・水平ラッセルネットの取り付けに当たっては、四隈の吊網は必ず用いてください。
・水平ラッセルネットが溶接作業などの火花などにより損傷の恐れがある場合は、火花などが水平ラッセルネットに飛散しないための処置を行ってください。

ネットクランプの取り付け間隔は 2m 以内としてください。

■使用上の注意

■注意事項

ネット関連商品
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垂直ネット

垂直ネット 借受対応品

グリーン規格 （m）グレー規格 （m） 重量 （kg） 識別テープ
3×10 無し 6.8 ピンク
6×6 無し 7.8 黄緑
6×8 6×8 9.6 黒

6×12 6×12 14.5 オレンジ

種類 ラッセル目（角）
規格 280T/34本
目合 15mm

充実率（φ） 0.26

材質 ポリエステル
緑網 黄緑
強度 270N以上

主要用途 飛来落下防止

■仕様

グリーン規格
（グリーンネットとも呼ばれます）

使用用途
垂直ネットは、主に鉄骨造や鉄筋鉄骨などの工事で外部足場が設置されメッシュシートが取り付けられるまでの間、または外部足場の設置の必要のない
高層建築工事などにおいて、ボルトや工具などの小部品あるいは建築資材の破片などが飛来落下することによる災害を防止するものとして、鉄骨外周部に
垂直養生として使用したり、吊り足場が設置された外周部などにも使用されます。
グリーン規格はその色から「グリーンネット」と呼ばれ、仮設エレベーターの前面の養生などによく使用されます。

参考図書　一般社団法人 仮設工業会（2015）『型枠支保工・足場工事　計画参画者資格研修テキスト』

グレー規格

・墜落防止用の水平張りには使用しないでください。
・垂直ネット同士の左右の相互の部分は、隙間ができないように適度な重なりを持って取り付けてください。

■使用上の注意
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重量（kg） 1.0

■仕様

コーナー端部用の防音パネル
です。

防音パネルコーナー用

防音パネル

防音パネル

規格 L1（mm） L2（mm） 厚さ（mm） 重量（kg）
1800 1,790 850 40 9.3
1500 1,490 850 40 7.9
1200 1,190 850 40 6.5
900 890 850 40 5.2
600 590 850 40 3.9

■仕様

防音パネルは、建設現場を美しく演出。防音や防炎性能だけでは
なく、環境にも十分に配慮したパネルです。

L2

L1

高い遮音性と防炎性
パネル本体はアルミ・PP複合板を使用し、高い遮音性と防炎性を備え
ています。

40

35

30

25

20

15

10

5

0

10
0
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5

16
0

20
0

25
0

31
5

40
0

50
0

63
0

80
0

10
00

12
50

16
00

20
00

25
00

31
50

40
00

50
00

ポリカーボネート
アルミ合金

音
響
透
過
損
失
（

dB
）

1/3オクターブバンド中心周波数（Hz）

※上記グラフはメーカー公称値

認定基準：500Hz…18dB以上、1000Hz… 23dB以上
測定方法：JIS A1416

防音性能

アルミ合金による高強度と軽量性の両立
パネルアルミフレームはアルミ合金製で、高強度と軽量性を備えていま
す。また積み重ねてもパネル同士が吸着しにくい設計になっています。

安心の堅牢設計
パネル裏四隅には補強プレートを取り付け、強度の向上を図っています。

40
60

断面図

積み重ね時
（重なりしろは 20mm）

85
0

段積み時にフレームの凹凸を合わせれば、安全に積
み上げることが可能できるので省スペース化や運送
コストの削減に貢献します。
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親綱支柱・親ロープ・緊張器

親ロープ（親綱）

親綱支柱 斜め 平行専用

緊張器

親綱支柱 直立 平行専用

■仕様
重量（kg） 対応フランジ（mm）

6.3 50以下

■仕様
重量（kg） 対応フランジ（mm）

5.8 50以下

■仕様
直径（mm） 引張強さ（kN） 材質
φ16 23.0以上 ポリエステル

規格 8m 10m 15m 20m
重量（kg） 1.9 2.2 2.5 3.7
識別テープ 黒 青 黄 赤

緊張器、親綱支柱とともに墜落防止システムを構成し、高所における墜
落防止のために使用します。親綱とも呼ばれます。

支柱本体に角度が設けて
あり、歩行がスムーズで
容易です。アルミ製の軽
量設計です。

角度が無い、直立タイプ
の親綱支柱です。アルミ
製の軽量設計です。

■仕様
重量（kg） 引張強さ（kN） 材質

1.2 14.0以上 ステンレス

親ロープを緊張させます。緊張時や衝撃時にもすべり、垂下量が少なく
安全です。

１!" KYOWA仮 種・平行

100

110

50

50

10
00

65

250

11050

135

75

50

97
0

80

・ 支柱の奥まで鉄骨フランジに差し込み、締め付けボルトを十分に閉めてください（締付トルク：6kN・cm以上）。
・ 安全帯は安全性の確認されたものを用いて、安全帯のランヤードの長さを 1.7m以内にして使用してください。
・ 支柱用親ロープ（親綱）を固定する支柱のスパンは 10m以内にしてください。また 1スパン 1人での使用としてください。

親綱支柱システムの使用上の注意事項
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小幅ネット・クイックブラケット

小幅ネット 借受対応品

寸法 （m） 0.5×6
重量 （kg） 1.5

主要用途 足場と躯体の隙間からの落下防止

■仕様

重量 （kg） 2.5

■仕様

下記のクイックブラケットと組み合わせて足場と躯体間の養生に使用します。
ラッセルネットの小幅（0.5× 6）のものです。

その他の仕様は
水平ラッセルネット参照

クイックブラケット 小幅ネット関連部材 

クイックブラケットは小幅ネットと
組み合わせて落下防止材として使用 落下防止材は通常2段ごとに設置

要注意　足場用ブラケットとしては使用しないでください。

260

伸縮スライド式

取付金具（兼用）

建枠

取付金具（兼用型）

交差筋違
小幅ネット

クイックブラケット
落下防止材取付位置

落下防止材取付位置

壁つなぎ

壁つなぎ

落下防止材
（クイックブラケット＋小幅ネット）

落下防止材

メッシュシート張り

75

516.3

210

17
5 59

水平・垂直可動式

小幅ネットと組み合わせて、足場・躯体間の落下防止材
として使用します。
パイプは水平・垂直 90°の可動式で開口部の作業も可能
です。また伸縮スライド機能によって 300mm～ 500mm
の間で調節が可能です。
取付金具はφ42.7およびφ48.6の兼用型です。
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安全ブロック

安全ブロック・スタンション・ガードポスト

スイベル付フック
φ18

吊り下げロープ
φ16  （長さ0.9m）

29号フック

シャックル

ワイヤロープφ4.8

シンブルカバー

C

A

45
0

B

安全ブロックとは、高所作業時の作業員の動きを妨げ
ることなく、墜落を防止する器具です。
墜落発生時にはワイヤーロープにロックがかかり墜落
を防止します。
また通常の移動時にはスムーズにワイヤーロープが出
入りするので作業員は自由に動くことができます。

スタンションは通路や作業などの
縁および開口部などで墜落の恐れ
がある箇所に防護柵を設置するた
めの墜落防護工です。

スタンションと同様に墜落防護工
として使用します。

■仕様 ■仕様
親ロープをご使用の際は親綱支柱の使用をお願いします。
■注意事項

親ロープをご使用の際は親綱支柱の使用をお願いします。
■注意事項

スタンション 規格： NRE 型 ガードポスト 規格： A-60 型

φ48.6

フックボルト

オープンアイ
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規格 適合種別 重量 (kg) 締め付け厚さ (mm)
A-60型 第 1種 7.1 0～ 560
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支保工
四角支柱 ..................... 94・95

ペコビーム ................. 96・97

パイプサポート・
補助サポート........................ 98

最大使用荷重（kg） 85
停止距離（mm） 400以下

引き寄せロープ（mm） 5.0（ポリエステル）

規格 使用長さ（m） 重量（kg） A（mm） B（mm） C（mm）
7.5m 7.5 3.8 178 224 270
12m 12 6.0 224 270 97
20m 20 10.9 270 326 119

■仕様

・ 安全ブロックが腰より低い位置では絶対に使用しない
でください。
・ ワイヤー巻き取り時に 2～ 3mの巻き取り残しがある
場合は、再度引き出して入れ直してください。
・ 使用中、ワイヤーにたるみが生じた場合は少し引き出
して入れ直してください。
・ 作業者は地面との距離の 1/3以上水平方向に移動しな
いでください。

■使用上の注意

規格 適合種別 重量（kg） 締め付け厚さ（mm）
NRE型 第 1種 8.0 0～ 600
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22.1kg
SSL-125

14.1kg
SSL-65

7.0kg
SSUL-31

20.8kg
SSJL-55

37.5kg
SSL-300

33.5kg
SSL-225

31.1kg
SSL-200

ジャッキ頭部 ユニット頭部

四角支柱

断面積🄐（cm２）断面二次半径⒤（cm２）断面係数🄩（cm3）断面二次モーメント🄘（cm4）
12.156 7.630 94.500 708.500

■断面性能表

■仕様
許容荷重 20t

１．許容荷重は 20トンですが、この場合下記の事項を守ってください。
⑴　支柱特にジャッキの偏心荷重、水平荷重がかからないようにする。
⑵　振止めはジョイント毎に直角２方向にとり固定すること。
⑶　基盤の耐力は 20トン以上で、かつ不動沈下が起こらないようにすること。

２．ジャッキ昇降の際は、摺動部は油を切らさないように注意してください。
３． 支柱に偏心荷重や水平力がかかる恐れのある場合、あるいは支柱に変形や破損が
ある場合には、支柱を増加するなど、特別の処置をとってください。

４．つなぎのボルトは充分締め付けてください。

■仮設計画上の注意
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四角支柱 組合せ表

ユニット柱の組合せ ユニット柱とジャッキの組合せ
SSL
65

SSL
125

SSL
200

SSL
225

SSL
300

長さ
L

重量 kg
軽量型

高さＨ
（ジャッキ 1本使用）

重量ｋｇ
軽量型

高さＨ
（ジャッキ 2本使用）

重量ｋｇ
軽量型

１      650   14.1    910  ～  1,200   41.9 1,170  ～  1,750   62.7
１   1,250   22.1 1,510  ～  1,800   49.9 1,770  ～  2,350   70.7

２   1,300   28.2 1,560  ～  1,850   56.0 1,820  ～  2,400   76.8
１ １   1,900   36.2 2,160  ～  2,450   64.0 2,420  ～  3,000   84.8

１   2,000   31.1 2,260  ～  2,550   58.9 2,520  ～  3,100   79.4
１   2,250   33.5 2,510  ～  2,800   61.3 2,770  ～  3,350   82.1

２   2,500   44.2 2,760  ～  3,050   72.0 3,020  ～  3,600   92.8
１ １   2,650   45.2 2,910  ～  3,200   73.0 3,170  ～  3,750   93.8
１ １   2,900   47.6 3,160  ～  3,450   75.4 3,420  ～  4,000   96.2

1   3,000   37.5 3,260  ～  3,550   65.3 3,520  ～  4,100   86.1
１ １   3,250   53.2 3,510  ～  3,800   81.0 3,770  ～  4,350 101.8
１ １   3,500   55.6 3,760  ～  4,050   83.4 4,020  ～  4,600 104.2
３   3,750   66.3 4,010  ～  4,300   94.1 4,270  ～  4,850 114.9

２   4,000   62.2 4,260  ～  4,550   90.0 4,520  ～  5,100 110.8
１ 1   4,250   64.6 4,510  ～  4,800   92.4 4,770  ～  5,350 113.2

2   4,500   67.0 4,760  ～  5,050   94.8 5,020  ～  5,600 115.6
２ 1   4,750   77.7 5,010  ～  5,300 105.5 5,270  ～  5,850 126.3

１ 1   5,000   68.6 5,260  ～  5,550   96.4 5,520  ～  6,100 117.2
1 1   5,250   71.0 5,510  ～  5,800   98.8 5,770  ～  6,350 119.6

１ １ 1   5,500   86.7 5,760  ～  6,050 114.0 6,020  ～  6,600 135.3
１ 2   5,750   89.1 6,010  ～  6,300 116.9 6,270  ～  6,850 137.7

2   6,000   75.0 6,260  ～  6,550 102.8 6,520  ～  7,100 123.6
２ 1   6,250   95.7 6,510  ～  6,800 123.5 6,770  ～  7,350 144.3
１ 2   6,500   98.1 6,760  ～  7,050 125.9 7,020  ～  7,600 146.7

3   6,750 100.5 7,010  ～  7,300 128.3 7,270  ～  7,850 149.1
２ 1   7,000   99.7 7,260  ～  7,550 127.5 7,520  ～  8,100 148.3
１ 1 1   7,250 102.1 7,510  ～  7,800 129.9 7,770  ～  8,350 150.7

2 1   7,500 104.5 7,760  ～  8,050 132.3 8,020  ～  8,600 153.1
１ １ 2   7,750 120.2 8,010  ～  8,300 148.0 8,270  ～  8,850 168.8

１ 2   8,000 106.1 8,260  ～  8,550 133.9 8,520  ～  9,100 154.7
1 2   8,250 108.5 8,510  ～  8,800 136.3 8,770  ～  9,350 157.1

２ 2   8,500 129.2 8,760  ～  9,050 157.0 9,020  ～  9,600 177.8
１ 3   8,750 131.6 9,010  ～  9,300 159.4 9,270  ～  9,850 180.2

3   9,000 112.5 9,260  ～  9,550 140.3   9,520～ 10,100 161.1
２ 1 1   9,250 133.2 9,510  ～  9,800 161.0   9,770～ 10,350 181.8
１ 2 1   9,500 135.6   9,760～ 10,050 163.4 10,020～ 10,600 184.2

3 1   9,750 138.0 10,010～ 10,300 165.8 10,270～ 10,850 186.6
２ 2 10,000 137.2 10,260～ 10,550 165.0 10,520～ 11,100 185.8

１ 3 10,250 134.6 10,510～ 10,800 162.4 10,770～ 11,350 183.2
2 2 10,500 142.0 10,760～ 11,050 169.8 11,020～ 11,600 190.6

２ 1 2 10,750 152.7 11,010～ 11,300 180.5 11,270～ 11,850 201.3
１ 3 11,000 143.6 11,260～ 11,550 171.4 11,520～ 12,100 192.2

1 3 11,250 146.0 11,510～ 11,800 173.8 11,770～ 12,350 194.6
２ 3 11,500 156.7 11,760～ 12,050 184.5 12,020～ 12,600 205.3
１ 2 2 11,750 164.1 12,010～ 12,300 191.9 12,270～ 12,850 212.7

4 12,000 150.0 12,260～ 12,550 177.8 12,520～ 13,100 198.6
１ １ 3 12,250 165.7 12,510～ 12,800 193.5 12,770～ 13,350 214.3
１ 1 3 12,500 168.1 12,760～ 13,050 195.9 13,020～ 13,600 216.7

3 2 12,750 175.5 13,010～ 13,300 203.3 13,270～ 13,850 224.1
２ 3 13,000 174.7 13,260～ 13,550 202.5 13,520～ 14,100 223.3

１ 4 13,250 172.1 13,510～ 13,800 199.9 13,770～ 14,350 220.7
2 3 13,500 179.5 13,760～ 14,050 207.3 14,020～ 14,600 228.1

２ 1 3 13,750 190.2 14,010～ 14,300 218.0 14,270～ 14,850 238.8
１ 4 14,000 181.1 14,260～ 14,550 208.9 14,520～ 15,100 229.7

1 4 14,250 183.5 14,510～ 14,800 211.3 14,770～ 15,350 232.1
２ 4 14,500 194.2 14,760～ 15,050 222.0 15,020～ 15,600 242.8
１ 2 3 14,750 201.6 15,010～ 15,300 229.4 15,270～ 15,850 250.2

5 15,000 187.5 15,260～ 15,550 215.3 15,520～ 16,100 236.1
１ １ 4 15,250 203.2 15,510～ 15,800 231.0 15,770～ 16,350 251.8

注） １．ユニット柱とジャッキの組合せ時の重量には梁受金具　SSUL-31: 7kgを含む。 
２．表面処理：溶融亜鉛メッキ
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Ｌ
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２ 本 つ な ぎ

３ 本 つ な ぎ

Ｌ

Ｌ

２ 本 つ な ぎ

３ 本 つ な ぎ

2 本つなぎ

3 本つなぎ

ペコビーム

外ビーム 内ビーム 調整長（mm） 重量（kg）

L-5
P-5 1,870～ 2,830 31.1
P-9 2,885～ 4,260 44.7

L-7
P-5 2,360～ 3,245 34.8
P-9 2,885～ 4,675 48.4

L-9
P-5 3,005～ 3,865 40.0
P-9 3,005～ 5,315 53.6

許容曲げモ－メント1.2t・m　許容せん断応力 1.0t

内ビーム 外ビーム 調整長（mm） 重量（kg）

P-5

L-5 L-5 3,720～ 4,160 47.8
L-5 L-7 4,210～ 4,575 51.5
L-5 L-9 4,850～ 5,215 56.7
L-7 L-7 4,705～ 4,985 55.2
L-7 L-9 5,345～ 5,625 60.4
L-9 L-9 5,985～ 6,270 65.6

P-9

L-5 L-5 3,720～ 5,585 61.4
L-5 L-7 4,210～ 6,005 65.1
L-5 L-9 4,850～ 6,645 70.3
L-7 L-7 4,705～ 6,415 68.8
L-7 L-9 5,345～ 7,055 74.0
L-9 L-9 5,985～ 7,700 79.2

許容曲げモ－メント1.2t・m　許容せん断応力 1.0t

■仕様

■仕様



9796

支
保
工

ペコビーム 部材表

穴φ80

1444

23
5

■仕様
重量（kg）

14.4

LウェッジロックP 9

26
3

1859

外ビーム 品番：L-5

■仕様
重量（kg）

16.7

内ビーム爪部詳細

外ビーム 品番：L-9

■仕様
重量（kg）

25.6

外ビーム 品番：L-7

■仕様
重量（kg）

20.4

内ビーム 品番：P-5 内ビーム 品番：P-9

■仕様
重量（kg）

28.0

穴φ80

2874

23
5

26
3

2351

LウェッジロックP 9

2991

26
3

LウェッジロックP 9

外ビーム爪部詳細

4
0
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37

9
2

50

9

6
5
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5
0
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パイプサポート・補助サポートの許容支持力

パイプサポート・補助サポート

規格 2尺 3尺 4尺 5尺 6尺 7尺 9尺
最小使用長さ（mm） 600 900 1,200 1,500 1,700 2,100 2,700
最大使用長さ（mm） 1,000 1,500 2,000 2,600 3,000 3,200 3,900

重量（kg） 5.5 8.0 10.0 11.0 12.0 14.0 17.0

■仕様

■仕様
規格 重量（kg）
4尺 4.0

調
節
長
さ

受板

上柱管（差込管）
φ48.6

ネジ管

鎖ピン

ナット
ハンドル

φ60.5
下柱管（差込管）

φ12

140

85 14
0

φ41.5

φ48.6

有
効
長

12
00

20
5

84.8 φ13

11
2

140

14
0

6

パイプサポートの許容支持力
パイプサポートの許容支持力は、右表の通り、
水平つなぎの有無および材端条件によります。
同表の「連けい有り」とは、パイプサポートに
ついて高さ 2m以内ごとに水平 2方向ごとに
水平つなぎを緊結金具で取り付けることをいい
ます。
なお、水平つなぎを設け、有効な拘束が行わ
れている場合の許容支持力は、パイプサポー
トの使用高さに関係なく、19.6kNとすることができます。
ここでいう「有効な拘束」とは、労働安全衛生規制第 242条第 6号のイで定められている高さ
2m以内ごとに水平つなぎを2方向に設け、かつ、水平つなぎの変位を防止することをいいます。

補助サポートの許容支持力
補助サポートをパイプサポートに継ぎ足し使用する場合は、高さが 3.5mを超えるため水平
つなぎを設けることとなりますので、有効な拘束が行われている場合、その許容支持力は
19.6kNとすることができます。
なお、パイプサポートを継ぎ足し使用する場合は、労働安全衛生規則第 242条の規定により
2本までとして、継ぎ足し方法は、4以上のボルトまたは専用の金具を用いてつなぐことになっ
ています。

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

（a） 水平つなぎの例

末端の固定か
または筋違を
設ける

一端を剛で一端を平坦な
面で支持したときの例

（b）

パイプサポートの許容支持力

材端条件 連けい
有り

連けいなし
使用高さ（m）

2以下 2～ 2.5 2.5～ 3 3～ 3.4
上下端　木材 19.6 19.6 17.6 13.7 9.8
上端　木材
下端　仕上げコンクリート 19.6 19.6 18.6 16.6 14.7

■パイプサポートの許容支持力� （kN）

パイプサポート 補助サポート

支
保
工
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狭い現場でもスイスイ入って楽に作業をこなす
コンパクトで小回りのきく自走式の高所作業車
です。静かでクリーンなバッテリー駆動です。

高所作業台車　垂直上昇タイプ（4m〜 9.9m）

項目／モデル ENTL040 ENTL061 ENTL080 ENTL099
●作業床
最大地上高 mm 4,000 6,100 8,000 9,900
最低地上高 mm 870 970 1,170 1,295

内側寸法
全長（拡張時） mm 1,200（1,750） 1,610（2,540） 2,200（3,200） 2,215（3,215）
全幅 mm 645 645 725 1,175
全高 mm 950 990 950 950

拡張デッキ巾 mm 550 930 1,000 1,000
最大積載荷重（拡張デッキ付） kg 250（220） 250 250 320
拡張デッキ部最大積載荷重 kg 115 125 125 125
●昇降装置
形式 一端固定式 4段 X型 一端固定式 5段 X型
昇降速度（上昇／下降） sec 15／ 21 27／ 26 30／ 35 45／ 55
●走行装置
駆動方法 DCモータ
走行速度（高速／低速） kg 0～ 3.0 0～ 4.0／ 0～ 2.2 0～ 3.2／ 0～ 2.5 0～ 3.5／ 0～ 2.5
登坂能力（拡張時） 度 8.0（7.0） 14
最少旋回半径 mm 1,350 1,520 1,960 2,200
●電源
入力電源 V 単相 100V
バッテリー電圧 V DC24
バッテリー容量（5時間率） Ah 100 200
バッテリー EB100×2個 EB100×4個
●車輌諸元
全長×全巾×全高 mm 1,280×750×1,820 1,750×750×1,960 2,300×810×2,120 2,300×1,300×2,245
機体質量（拡張デッキ付） kg 550（630） 1,180 2,030 2,300

■シザース・ホイール仕様

「高所作業車運転特別教育」で操作可能です。
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工場扇　

電動ウインチレバーブロック

ジェットヒーター

ベビーホイスト

工場扇・ジェットヒーター・パレットトラック・ベビーホイスト・レバーブロック・電動ウインチ

大型タンクで
15時間連続燃焼

パレットトラック

工場や倉庫などに
簡単に設置できます。

45cm～ 50cm

資材運搬、倉庫工場での
重量物運搬に使用されます。

1.5t ～ 3t

持ち運びができるコンパクトな
電動ウインチです。

荷締め、緊縛作業、
重量物の引き寄せ
作業に使用されます。

150kg・200kg0.5t ～ 6t

60kg～ 250kgまで
さまざまな用途に使用できます。

60kg～ 250kg

■仕様
消費電力（W） 180

最大風速（m/min） 465
最大風量（㎡ /min） 245

電力（V） 100

■仕様
熱出力（Kcal/h） 28,400
燃料消費量（L/h） 3.4

■仕様
標準ワイヤー長さ（m） 40
定格荷重（kg） 150

ロープ速度（m/min） 24
使用電源 100V×650W
重量（kg） 35

■仕様
定格荷重（t） 0.8
標準揚程（m） 1.5
重量（kg） 5.7

■仕様
揚程（m） 30

定格荷重（kg） 130
巻上速度（m/min） 10

使用電源 100V×400W
重量（kg） 17

▲ 45cm

▲ 1.5t

▲ 0.8t

▲ 150kg

◀ 130kg

■仕様
能力（kg） 1,500

フォーク外幅（ｍｍ） 520
フォーク爪幅（ｍｍ） 215
フォーク長さ（ｍｍ） 1,035
フォーク最高位（ｍｍ） 205
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送風機 φ300

掃除機

スポットクーラー

送風機 φ600

集塵機

手押しスイーパー

送風機・掃除機・集塵機・スポットクーラー・手押しスイーパー

機械加工などの煙・粉塵廃棄や密
閉場所での酸欠事故防止、溶接・
塗装作業の換気や様々な用途で使
用できます。
手軽に移動でき 1台で送風・排
気いずれも使用できます。

液体から粉末まで乾湿両用可能。
大型タンクのため大量のゴミ回
収ができるためゴミを捨てる回
数が少なくて済みます。

軽く押し歩くだけで広いスペースを短時間に清掃できます。

大風量・低騒音に対応した高効
率送風機ダクト不要の直進風＆
遠距離送風。

解体、切断、研削、吹き付け等、
各種作業で発生する粉塵処理に。
コンパクトで大風量・高静圧！

■仕様
口径（mm） 290
電源（V） 100
出力（W） 550
風量（m3） 58

■仕様
出力（kw） 1
電圧（V） 100

吸入圧（mmAq） 2,100
風量（m3） 320

■仕様
呼称（定格出力） 1人用（1HP） 2人用（1.5HP） 3人用（3HP）
電圧（V） 単相 100  三相 200／ 220  
出力（kw） 1.0／1.2 1.5／ 2.0 2.0／ 2.6
冷房能力（kw） 2.5／ 2.7 4.3／4.9 5.9／6.6
最大風量
（m3/min）

強 6.0／7.0、
弱 5.5／5.5

強12.0／13.0、
弱10.5／11.0

強16.5／18.0、
弱13.0／15.0

寸法
（mm）

全長 L 460 490
全幅W 390 590
全高 H 860 1,300

質量（kg） 48 85 92

■仕様
清掃能力

（3.5km/時） 2,310m2

ダクトケース（L） 26

■仕様
吸入口径（mm） 125
最大風量（m3/min） 11.0
最大静圧（kPa） 2.5
定格電圧（V） 100

■仕様
口径（mm） 615
電源（V） 200
出力（W） 1,500
風量（m3） 320

ダクトから冷気を吹き出し、
冷房します。

1～ 3 人用
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高周波発電機

高周波インバーター

高周波発電機・インバーター

● あらゆる現場でのコンクリート打設やコンクリート二次製品に使用されます。
● 高周波バイブレーターの専用電源としてバイブレーターとセットで使用します。

●コンクリート打設時の締固め作業に使用されます。
● 30～ 60φまで選択できます。

■仕様
機械名 高周波発電機
メーカー 三笠 エクセン

出力 （kVA） 1.9 3.4
電圧 （V） 48 48
電流 （A） 22.9 40.9
周波数 （Hz） 240 240

エンジン出力（ＰＳ） 3.5 4.8
出力コンセント数 2 3

寸法
全長（mm） 475 539
全幅（mm） 370 439
全高（mm） 430 460

重量（kg） 27 38

■仕様
機械名 高周波フレキ
メーカー 三笠 エクセン
型式 FX30B FX40B FX50B FX60B HBM30ZX HBM40ZX HBM50ZX HBM60ZX

電圧（V） 48（三相） 48
電流（A） 4.0 6.0 9.5 18.0 3.5 5.5 9.0 13.0

振動部長さ（ｍｍ） 396 396 413 485 376 340 390 415
振動径（φ） 32 43 52 61 31 43 52 61
振動数（Hｚ） 200／ 240 200／ 240
重量（kg） ― ― ― ― 8.5 10.4 13.9 15.8

◆軽便バイブレーター 1m、1.5mも用意しております。
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水中ポンプ

水中ポンプ・電工ドラム・モーター洗浄機 200V	

■用途
1.一般土木・建築工事の排水用
2.雨水・湧水・溜まり水の排水用
3.地下水・各種ピットなどの排水用
4.一般の揚水・排水用

■ 60Hz 共通標準仕様　自動運転型

商品名 吐出し口径
（mm） 形式 出力

（ｋＷ）
相・電圧
（Ｖ）

全揚程
（ｍ）

吐出し量
（m3/min）

寸法（ｍｍ）
全幅×全高

重量
（ｋｇ）

標準タイプ 50 LB3-480 0.48 単 100 8 0.12 187×275 10
残水ポンプ 50 LSR2.4 0.48 単 100 8 0.12 210×304 10.5
オートポンプ 50 LBA-480 0.48 単 100 8 0.12 187×286 10

バキュームレーター 25 LSP2-4 0.48 単 100 9 0.06 256×307 12.3

■仕様

型式 重量
（ｋｇ）

ケーブル
全長

接地　2Ｐ　15Ａ　125Ｖ 7.5 30ｍ
アース付／アース・漏電保護専用

15mA感度

●アース付は、全てポッキンプラグ付きです。
●漏電しゃ断器付は、温度センサーが付きます。

●エンジン式も取り扱いしております。
●水タンク（500L）も用意しております。

電工ドラム モーター洗浄機 200V	

■仕様
モーター出力（kw） 3.7

電源（V） 三相 200
吐出圧力（kgf/cm2） 50
吐出水量（L/min） 30.5／ 32.1

標準タイプ 残水ポンプ オートポンプ バキュームレーター
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溶接機

小型発電機

溶接機・小型発電機

1KVAインバーター
（ポータブルタイプ）

2KVAインバーター
（防音タイプ）

2.5KVAインバーター

■デジタル表示の種類
●溶接電流設定値
●溶接実電流
●積算時間計
●発電過電流
●発電温度異常

●照明器具、水中ポンプなどの電源として使用します。
●防音タイプは夜間や住宅での作業に安心。
●家庭電源並みの良質な電気を作り出すインバーターを用意。

■仕様

ガソリンエンジン溶接機（発電機兼用）

溶
接

定格出力電流 ＤＣ170Ａ
定格負荷電圧 26.8Ｖ
定格使用率 50%
電流調整範囲 ＤＣ45～ 185Ａ
使用溶接棒 2.0～ 4.0ｍｍ

発
電

発電制御方法 インバーター
定格電圧 単相 100Ｖ
周波数 50／ 60Hz
定格出力 3.5ｋＶＡ
定格電流 35Ａ
力率 1.0

■仕様

クラス メーカー 出力
ｋＷ

電圧
（Ｖ）

電流
（Ａ）

燃料消費量
燃料 タンク容量

（ℓ）
重量
（kg） 寸法75％負荷時

1ｋＶＡ ヤマハ 0.9 100 9 0.5 ガソリン 2.5 12.7 450×240×380
2ｋＶＡ デンヨー 2.0 100 23 1.4 ガソリン 11 38 510×410×465
2.5Ｋインバーター ヤマハ 2.5 100 25 1.1 ガソリン 9 29 487×395×425
2.0Ｋ防音インバーター 新ダイワ 2.0 100 20 1.0 ガソリン 6 32 527×419×461
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バルーンライト

パワーライト

バルーンライト 三脚式

LED エコナイター

バルーンライト・パワーライト・LED エコナイター

明るさは抜群のエコ照明です。
消費電力は 59Wで水銀灯 750W
同等の明るさです。

発電機が必要な場合は別途
ご準備ください。

ガソリン仕様と軽油仕様が
あります。

三脚式なので、軽量・コンパクトで
移動もラクラクです。組み立て・収納
も簡単です。

光源が大きいため、明るく、眩しくない目に
優しいあかりです。影ができない照明で作業
効率がアップします。

400W・1000W400W・1000W

■仕様
ランプ消費電力（W） 400×1（100V）
マスト最大高さ（mm） 3,155
灯部寸法（mm） 200×220×600（収納時）
三脚寸法（mm） 190×190×1,260（収納時）
推奨発電機（W） 450W以上
総重量（kg） 15.1

■仕様
ランプ消費電力（W） 1,000×1（100V）
マスト高低（mm） 5,020～ 2,470
全長（mm） 1,280（収納時）
全幅（mm） 790（収納時）
全高（mm） 1,820（収納時）
乾燥重量（kg） 135

ガソリン仕様と軽油仕様が
あります。

目的の場所にスピーディに照射することができ、
作業の効率化につながります。

2灯式・4灯式

■仕様
ランプ消費電力（W） 400×4（100V）
マスト高低（mm） 4,705～ 2,155
全長（mm） 1,423（収納時）
全幅（mm） 1,070（収納時）
全高（mm） 1,655（収納時）
乾燥重量（kg） 164

■仕様
消費電力（W） 59（100V時）
定格電圧（V） 85～ 265
全光束（Lm） 5,000

ランプ寸法（mm） 300×151×279
重量（kg） 4.1

▲ 1000W

▲ 4灯式

▲ 400W
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敷鉄板・ゴムマット

寸法（mm） 断面積（cm2） 断面二次モーメント（cm4） 断面係数（cm3）
A×B A 面 B 面 A 面 B 面 A 面 B 面

   914×1,829 201    402   81 162   73 147
1,219×2,438 268    536 108 216   98 196
1,524×3,048 382    762 199 396 159 317
1,524×6,096 382 1,524 199 793 159 635

B

A
10

00

2000

敷鉄板

ゴムマット

品番 寸法（mm） 面積（m2） 重量（kg）A×B
18×1×2 1,000×2,000 2.00 42

■仕様

品番 呼称 寸法（mm） 面積（㎡） 重量（kg）A×B
22×3×6 3

サブ
×6

ロク    914×1,829 1.67    289
22×4×8 4

シ
× 8

ハチ 1,219×2,438 2.97    513
25×5×10 5

ゴッ
×1

ト ウ

0 1,524×3,048 4.65    911
25×5×20 5

ゴ
×2
ニジュウ

0 1,524×6,096 9.29 1,823

■仕様
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自動レベル B21

レベルプレーナー LP410

電子セオドライト DT500S

トータルステーション CX-105F（ノンプリズム）

トータルステーション SET530

トータルステーション SRX5X（ノンプリズム）

■特長
有効直径 42ｍｍ
倍率 30倍
光学マイクロメーター
OMS（オプション）をつければ 0.1mm単位の測量が行えます。

■特長
土木・建築における墨出しの能率を飛躍的にアップする回転照射型レベ
ルプレーナーです。
本体と標準付属の受光器の組み合わせで、半径 250ｍまで使用可能です。

■特長
２軸傾斜センサーによって鉛直誤差を自動補正するため、高い精度の測
定が可能です。操作キーと角度対回観測に対応します。

■特長
環境に影響されないリモートコントロール観測長距離ノンプリズム測距
と高精度測距の両立実績が照明する信頼の測角システム
リモートキャッチャーを使用することで測量作業を 1名で行うことがで
きる。

■特長
素早くパワフルな新 REDー tech EDM
信頼の測角システム世界最長の連続使用時間 36時間
最短 30cmから 500mまで超小口径のピンポイント・ノンプリズム測距

■特長
最大測定距離 4,000m（1素子反射プリズム使用・気象条件通常時）最
小角度表示 10” ／5”（切替式）、耐じん防水性能 IP66など、すべての
ユーザーにとって魅力的な高性能トータルステーションです。

測量機器
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主要部材の検討事項

1. 鋼製踏板の検討
　枠組足場の建枠間 （1スパン間） の 1層あたりの積載荷重は、 使用す
る鋼製踏板の種類と枚数によって決まります。鋼製踏板の種類別許
容積載荷重は右の表 1を参照してください。

　弊社が扱う建枠の幅には 1,200、 900、600の 3種類があり、
足場の高さ、作業内容、 躯体面と境界線との距離によって建枠の種
類を使い分けます。建枠の種類によって使用する鋼製踏板の種類（幅） 
と使用枚数が異なります。
　建枠の種類別許容積載荷重は右の表 2を参照してください。

2. 建枠・ジャッキベースの検討
（1）足場の部材重量
　枠組足場の基本構成は、建枠（カチロックを含む） 、筋違、鋼製踏板、ジャッキベースなどから構成されています。

　枠組足場を設計する際、主要部材について以下の検討を行ってください。

（注） 積載層数は、一般的には同一スパン上において 2 層同時に積載することで計画します。

鋼製踏板の幅×スパン（ｍｍ） 許容積載荷重（kg）
500×1,800 250
240×1,800 120

建枠の幅 鋼製踏板の幅と枚数 1スパン、1層あたりの許容積載荷重
1,200 幅 500×2枚 500kg

900 幅 500＋幅 240 370kg
600 幅 500×1枚 250kg

表 1　鋼製踏板の許容積載荷重

表 2　建枠の種類別許容積載荷重

枠組足場の設計 −主要部材の検討事項−

1. 鋼製踏板の検討
鋼製踏板の積載荷重は、許容積載荷重以下であること。

2. 建枠・ジャッキベースの検討
建枠・ジャッキベースは、足場の自重および積載荷重に対して、各々の許容支持力以下であること。

3. 壁つなぎの検討  
壁つなぎは、労働安全衛生規則に規定されている取付間隔 （垂直方向 9m以下、水平方向 8m以下） であること。
また、風荷重に対して、許容支持力以下であること。   

4. 基礎の検討
基礎は、鉛直荷重に対して十分な支持力があること。  

④

③

⑦

⑥
⑪⑩

⑧

②

①

⑨

⑤

⑦ 下さん

④ 鋼製踏板
⑤ 階段枠

⑨ エンドストッパー

⑪ 手摺柱

⑥ 階段開口部用手摺

② ジャッキベース
① 建枠

③ 筋違

⑩ 手摺

⑧ 梁枠
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　足場の部材には、建枠などの構成部材以外にも養生部材のアサガオやメッシュシートなども使用されますが、足場の高さや現場での状況
によってアサガオの取り付けられる段数に違いがあり、またメッシュシートも種類によって単位重量が異なります。
　次の表 4 はアサガオとメッシュシートの単位重量の参考例です。

　枠組足場は、高さ 45m 以上の場合は足場最下層の建枠の強度検討を行う必要があり
ます。高さ 45m 未満の場合は、強度検討の必要性は通常ありません。  
　45m 以上の足場の場合で、後踏み側の脚柱に補助材（アサガオ、シートなど）が取り
付けられている場合は、次式のように建枠 1 脚（後踏み側）が負担する荷重を求め、 そ
の荷重と建枠の許容支持力とを比較検討します。

一般的な建枠の 1 スパン、1 層あたりの部材重量は次の表 3 と図 1 が示す通りです。

※本表における建枠の高さ（カチロックを含む） は、1,700mm です。

種類 単位重量
アサガオ（1 スパン 1 層） 100 ～ 110kg ／ 1 段・1 スパン

メッシュシート 0.3 ～ 0.6kg/m2

ジャッキベースの繰出し長さ
（mm）

標準枠
（枠幅 900mm 以上）

簡易枠
（枠幅 900mm 未満）

1,800mm 以下 1,800mm を超え
2,000mm 以下 1,800mm 以下

200 以下 42.6 39.2 34.3
200 を超え 250 以下 40.6 37.2 32.8
250 を超え 300 以下 38.7 35.7 31.3
300 を超え 350 以下 37.2 34.3 29.8

建枠の幅 1,200mm 900mm 600mm
建枠（※） 15.0kg 14.0kg 12.0kg

筋違 4.2kg×2 本＝8.4kg

鋼製踏板 幅 500×2 枚
14.3kg×2 枚＝28.6kg

幅 500×1 枚＝14.3
幅 240×1 枚＝10.2
14.3×10.2＝24.5kg

幅 500×1 枚＝14.3kg

合計 52kg≒60kg
（0.510kN）

46.9kg≒50kg
（0.461kN）

34.7kg≒40kg
（0.343kN）

表 4　アサガオおよびメッシュシートの単位重量

表 5　ジャッキベースの繰出し長さ別建枠の許容支持力 （kN）

表 3　一般的な建枠の 1 スパン 1 層あたりの部材重量

枠組足場の設計 −主要部材の検討事項−

（2）建枠の許容支持力
　建枠の許容支持力は、建枠の種類および高さ、またジャッキベースの繰出し長さによって値が異なります。ジャッキベースを含めた建枠
の許容支持力は次の表 5 を参照してください。

（1 スパン全高分の足場の自重＋積載荷重）× 1 ／ 2 ＋補助材の部材重量 ≦ 建枠 1 枚の許容支持力の 1 ／ 2

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

1スパンあたり

図1　1スパン1層あたりの部材重量

アサガオ

メッシュシートなど

後
踏
み

前
踏
み

図2　アサガオの設置例
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主要部材の検討事項

梁枠使用の場合の検討事項

2. 建枠・ジャッキベースの検討
（3）ジャッキベース
　ジャッキベースは、 最大使用長である 350mmでの圧縮強度やねじ部のせん断強度は一般的には 98.1kN（10t）以上あり、ジャッキベー
スそのものが強度上問題となることは少ないのですが、前項にもあるようにジャッキベースを建枠の脚柱に挿入して使用する場合、 最下層
の脚柱の座屈長さが長くなり、結果として建枠の許容支持力が低下します。  
　そのため、前ページの表 5のようにジャッキベースの使用長さ別に建枠の許容支持力を設定していますので、通常はジャッキベース強度
の検討は行う必要はありません。  

　梁枠を用いる場合は以下の検討を行ってください。

3. 壁つなぎの検討
　労働安全衛生規則第 570条では枠組足場の壁つなぎの取付間隔について、垂直方向
9m以下、水平方向 8m以下と規定されていますが、この間隔は枠組足場の鉛直荷重（足
場部材の自重と積載荷重）による座屈防止を目的とした壁つなぎの取付間隔で、風荷重が
作用する場合は、足場の外面に張られる防音シート、メッシュシート、ネットフレームなどの
使用条件によって風力係数が異なるため風荷重による壁つなぎの強度検討が必要です。  
　壁つなぎの許容支持力は、壁つなぎにかかる応力の主体が風荷重のみの場合は、4.41kN
の 30%割増しとし、引張力、圧縮力とも 5.73kNとすることができます。  
　なお、壁つなぎとして、単管やキャッチクランプなどを用いる場合は、図 3のように直交
クランプを取り付けることにより、すべりを生じないような措置を施すことが必要です。 また、
壁つなぎに作用する風荷重は P103～ 105の計算式により計算してください。

1. 枠組足場の全体構成についての検討
 枠組足場の全体構成について、次のように検討を行ってください。
（1） 梁枠を用いた開口部の寸法は、幅 4スパン以下、高さ 3層以下とし、開口部端から外方へ必要とする枠組足場のスパン数は、梁枠

の種類（梁枠を用いた開口部の寸法により右ページの表 6に示すスパン数を必要とします。

（2） 梁枠を用いた開口部端より外方へ必要とするスパン数の枠組足場および梁枠などで支持される開口部上方の枠組足場については、全
スパン、全層にわたり両面に筋違を取り付け、また鋼製踏板を建枠の幅いっぱいに設けて、 当該筋違および鋼製踏板は決して取り外さ
ないでください。

（3） 梁枠と梁枠で構成される水平構面には、梁渡し、 鋼製踏板で水平構を構成するとともに全面に落下養生を兼ねた作業床を設けてください。
（4） 梁枠を取り付けたレベルで、梁枠を支持している建枠の脚柱に壁つなぎを設けてください。
（5） 梁枠の直上部および梁枠のレベル上の両端それぞれ 3層以内には、枠組足場用手摺枠（ライフガードなどの先行手摺枠） を使用しな

いでください。

ただし、3スパン用および 4スパン用であって表 6により難しい場合は、枠組足場に筋違方向の水平抵抗力を増大させるため、梁枠
の支持部の建枠に補強などの措置を講じてください。

4. 基礎の検討
　枠組足場の最下部のジャッキベースに作用する圧縮荷重を算定し、地盤、敷板などがその荷重に耐えられるかどうかの検討を行ってください。

枠組足場の設計 −主要部材／梁枠使用の場合の検討事項−

1. 枠組足場の全体構成についての検討
建枠・筋違および鋼製踏板の設置状況について。

2. 開口部両端部の建枠についての検討
開口部両端の建枠は、足場の自重および積載荷重に対して許容支持力以下であること。

3. 壁つなぎの検討 
梁枠を取り付けた両端支持点の建枠脚柱に、壁つなぎが設置されていること。

4. 梁枠の検討 
梁枠は、梁枠上の足場自重（1層分）および積載荷重に対して、許容支持力以下であること。

キャッチクランプ

φ48.6 単管

直交クランプ

図3　鉄骨向けの壁つなぎの例
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（1）部材重量
　図 5 に示すように、梁枠を支持している A および B の建枠には、それぞれ A および B の建
枠の上方の足場部材の重量と、梁枠・梁枠支持金具および梁枠上の足場部材の 1 ／ 2 の重量
がそれぞれ A 建枠、 B 建枠に作用します。 

（2）積載荷重
　図 5 に示す A、B の建枠上方の積載荷重が建枠 A、建枠 B に対して作用します。ただし、
梁枠上方の全積載荷重は一般社団法人仮設工業会の梁枠使用基準によって最大 1,000kg 以下
となるので、建枠 A および建枠 B が負担する梁枠上の積載荷重は、それぞれ 500kg となります。

（3）強度検討
　梁枠から上方に組み立てる枠組足場の高さは、一般社団法人仮設工業会の梁枠の使用基準
によって 24m（14 層）以下となります。ただし、梁枠支持部の建枠に補強を行う場合はこの
限りではありません。仮に、梁枠上方の足場高さが約 24m（14 層）で、梁枠が 4 スパンの
場合の梁枠支持部の建枠に作用する荷重は表 7-1、表 7-2 となります。

2. 開口部両端部の建枠についての検討
　開口部両端の建枠（梁枠を支持している建枠）が足場の自重および積載荷重に対して、 許容支持力以下かどうかについて強度検討を行っ
てください。

3. 壁つなぎの検討
　梁枠が取り付けられた両端支持点の建枠脚柱には、必ず壁つなぎまたは控えを設けてください。梁枠上方の足場の壁つなぎの取付間隔
については、 枠組足場の風荷重を考慮に入れて検討してください。

4. 梁枠の検討
　一般社団法人仮設工業会で認定された梁枠を用いた場合の許容荷重は、表 8 の通りとなります。

（備考） 3 スパン用および 4 スパン用で、これよりも難しい場合は、
梁枠の支持部の建枠に補強などの措置を講じてください。

梁枠の種類 開口部端の支持部から外方へのスパン数
2 スパン用 1 スパン以上
3 スパン用 2 スパン以上
4 スパン用 3 スパン以上

建枠の
種類

（幅）

建枠の 1 層
あたりの

単位重量（kg）

梁枠上の荷重 梁枠支持部建枠の荷重
足場部材
重量（kg）

積載荷重
（kg）

小計 A
（kg）

足場部材
重量（kg）

積載荷重
（kg）

小計 B
（kg）

1,200 52
14 層×52

×1.5=
1,092

1,000/2
=

500

1,592 14 層×52
=728

500×
2 層 /2
=500

1,228

900 47
14 層×47

×1.5=
987

1,487 14 層×47
=658

370×
2 層 /2
=370

1,028

600 35
14 層×35

×1.5=
735

1,235 14 層×35
=490

250×
2 層 /2
=250

740

建枠の
種類

（幅）

梁枠
4 スパン用

（kg）
梁渡し
（kg）

梁枠受
（kg）

鋼製踏板
（kg）

小計 C
（kg）

合計
A＋B＋C
kg（kN）

1,200

53

10.2×1.5
=15.3

2.7×2
=5.4

14.3×4
=57.2 130.9 2,950.9

（28.92）

900 6.5×1.5
=9.75

（14.3×2
＋10.2×2）

=49.0
117.15 2,632.15

（25.8）

600 5.9×1.5
=8.85

14.3×2
=28.6 95.85 2,070.85

（20.29）

表 6　梁枠の種類別の枠組足場の構成

表 7-1　梁枠 4 スパン用両端部の建枠に作用する荷重例 表 7-2　梁枠 4 スパン用両端部の建枠に作用する荷重例

枠組足場の設計 −梁枠使用の場合の検討事項−

梁枠の種類 荷重点 梁枠 2 枚で 1 点あたりの許容荷重 2 枚の許容荷重
2 スパン用 1 7.85 7.85
3 スパン用 2 4.90 9.814 スパン用 3 3.27

表 8　梁枠の許容荷重 （kN）

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

梁枠

壁つなぎ筋違使用

枠組用
手摺枠
使用可

※P30でも詳しく図示しています
図4 　筋違および手摺枠の使用方法

建枠Aの
荷重負担

建枠Bの
荷重負担

梁枠

建枠
A

建枠
B

図5　建枠に対する荷重

P P P P P

3スパン用

図6　梁枠の荷重点

4スパン用
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アサガオ使用の場合の検討事項

（1）荷重
　荷重には、足場、アサガオなどの自重および積載荷重があります。アサガオの自重の算出は、アサガオ 1スパンの自重に設置された段数
を掛けることによって求めることができます。 

（2）建枠の強度検討
　建枠 1脚（後踏み側）が負担する荷重を求め、次の式によって強度の検討を行ってください。

　アサガオを取り付ける場合は以下の検討を行ってください。

昭和 42年 11月 20日付け建設省通達

　建築工事等の工事を行なう部分が、地盤面から 10m以上の
高さにある場合は、落下物による危険防止上必要な部分の周囲
に次の各号に定めるところにしたがって防護棚を 1段以上、建
築工事等工事を行なう部分が 20m以上の高さにわたる場合に
は 2段以上設けなければならない。  

1. 防護棚は、次のイ及びロに適合するものでなければならない。
イ．板状のものですき間がないこと。
ロ． 木板にあっては、厚さが 1.5cm以上、金属板等その他
の材料にあっては、これと同等以上の効力を有する厚さ
であること。

2.  防護棚は、次のイ及びロに定める方法によって取り付けなけ
ればならない。
イ． 骨組の外側から水平距離で 2m以上突出させ、水平面
となす角度を 20度以上とすること。

ロ． 風圧、振動、衝撃等で脱落しないように骨組に堅固に取
り付けること。

3.  最下段の防護棚は、建築工事等の工事を行なう部分の下
10m以内の位置に設けなければならない。

1. 建枠についての検討

2. 壁つなぎの検討
　アサガオを設置した場合の壁つなぎに作用する荷重は、アサガオの自重による水平分力、アサガオおよび足場に作用する風荷重です。
  一般的には、風荷重は、風荷重の計算式で算出し、台風時では、 防護板を取り外すか、アサガオを畳んだ状態とするか、または解体する
ことにより風荷重による影響を受けないようにしてください。
　通常の場合は、アサガオの自重による水平分力の圧縮部および引張部のそれぞれ 2スパン以下ごとに壁つなぎが設置され、 かつ、壁つ
なぎが風荷重に対して安全であるかどうかの検討を行ってください。

3. アサガオの検討
　アサガオの各部材の強度検討はメーカーが行っているので、その内容を検討して使用してください。
　アサガオの設置方法については、昭和 42年 11月 20日付け建設省通達「建築工事等の工事現場における落下物による危害を防止す
るための措置に関する指導基準」が次のように定められています。

「建築工事等の工事現場における落下物による危害
を防止するための措置に関する指導基準」

枠組足場の設計 −アサガオ使用の場合の検討事項−

1. 建枠についての検討
荷重には、足場、アサガオなどの自重および積載荷重があります。

2. 壁つなぎの検討
アサガオの取付部の圧縮部、引張部にそれぞれ 2スパン以下ごとに壁つなぎを設置すること。

3. アサガオの検討 
アサガオは、建設省通達に基づいて設置すること。

（1スパン全高分の足場自重＋積載荷重）× 1／ 2＋アサガオおよび養生シートなどの
補助部材の自重≦建枠（1枚）の許容支持力× 1／ 2

アサガオ
引張材
に2列ごとに
壁つなぎ

下さん

圧縮材に
2列ごとに
壁つなぎ

メッシュシート

20°以上

ア
サ
ガ
オ
の
高
さ

　
　
　
　10

m
以
内

2m以上

圧縮材 引張材、圧縮材

図7　アサガオと壁つなぎの設置方法
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高さ 45m を超える足場の検討事項

　高さ 45mを超える足場の場合は以下の検討を行ってください。

　高さ45mを超える足場の場合、建枠の強度検討は「枠組足場の設計－主要部材の検討事項－」の強度検討に示した方法で行うものとします。
開口部などのない 60mの足場の最下段の建枠に作用する概略荷重を建枠の種類別に示すと表 9の通りとなります。

　この表の算出の条件は、基本部材の重量と積載荷重として建枠間に 2層のみ載荷しています。
　養生シート、アサガオなどは現場の状況で使用したり、使用しなかったりするので重量加算していません。これらを使用する場合は、後踏
み側の脚柱に重量がかかるので、表 9の 1脚柱あたりの荷重に養生シート、アサガオの重量を加算する必要があります。
　そもそも足場の構造の高さとは、「一般的に基底部から最上層の作業床までの高さをいうが作業床が足場の最上層に設置されていない場合
は、単管足場等支柱式の足場では、最上部の水平材（布材などの主要部材）までの高さ、枠組足場では、最上層の建枠の上端までの高さ、
のことをいう。」とされています。
　足場が使用できる高さは、足場の種類および作業箇所の高さに左右されます。また一方で、足場の使用高さの限度は、足場の自重、足場
に載荷される積載荷重などに対する建地、建枠などの部材の強度の制約から決まります。

　左の表 10で示した使用高さを超える場合には、建枠などにつ
いての強度計算を行い、必要があれば補強などの措置を行ってく
ださい。

　右の図 8は枠組足場が高さ 45m以上を超える場合の脚柱部の補強
例です。最高部から 45mを超える建枠の建地は、超えた長さ分を最下
部から単管で補強してください。
　なお、上の表 10の「参照」が示すページでも足場の種類別の使用
高さについての説明を行っています。

（注） 建枠は高さ 1,700（カチロックを含む）のものを使用した場合 
ジャッキベースの繰出し長さを 200mm以下とした場合

建枠の幅 足場
高さ 部材重量 積載荷重 全荷重

kN（kg）

1脚柱
あたりの
荷重
（kN）

1脚柱
あたりの
許容支持力
（kN）

1,200

60m
（35層）

52kg×35層
=1,820kg

250kg×2枚 =500kg（1層）
500kg×2層 =1,000kg

27.64
（2,820） 13.82 21.3

900 47kg×35層
=1,645kg

250kg×1枚＋120kg×1枚
=370kg（1層）

370kg×2層 =740kg
23.37

（2,385） 11.68 21.3

600 35kg×35層
=1,225kg

250kg×1枚 =250kg（1層）
250kg×2層 =500kg

16.91
（1,725） 8.45 17.1

足場の種類 使用高さ 備考 参照

枠組足場 45m 本ページ

単管足場 31m 積載荷重　2層 P98、P111

ブラケット一側足場 15m P99

表 9　60m の足場の建枠の種類別荷重例

表 10　足場の使用高さ

枠組足場の設計 −高さ 45mを超える足場の検討事項−

参考文献：　 一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』 
 一般社団法人 仮設工業会編（2015）『型わく支保工・足場工事計画作成参画者研修テキスト』

最下段の建枠、ジャッキベースは、足場の自重および積載荷重に対して許容支持力以下であること

根がらみφ48.6

建枠補強単管φ48.6

鋼製踏板
建枠

兼用直交クランプ

兼用自在クランプ

筋違

ジャッキベース
（釘止め）

図8　枠組足場の建地補強詳細図
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棚足場として使用する場合の検討事項

　棚足場として使用する場合は以下の検討を行ってください。

　上記において、照査水平荷重 H=W×0.025の値と風荷重 RA = RS = P/2 の値を比較して、照査水平荷重の値の方が大きい場合に
は脚柱への軸力の加算の必要はありませんが、強風などによる風荷重の値の方が大きい場合には風荷重が実際に作用する荷重であること
から、足場の自重および積載荷重に水平つなぎおよび斜材の取り付けによって発生する脚柱方向への鉛直分力を加算して建枠の強度検討
を行ってください。なお、棚足場に風荷重が作用する場合は、枠組足場の風荷重の算式（P103～ 105）を参考にして計算してください。

1. 作業床の検討
　鋼製踏板の許容積載荷重は、枠組足場の「主要部材の検討事項」で
示したように、鋼製踏板の種類と枚数によって決まります。棚足場上の積
載荷重が鋼製踏板の許容積載荷重を超える場合は、丈夫な特殊構造の作
業床を設ける必要があります。

2. 建枠の検討
（1）鉛直荷重
　棚足場の最下段の建枠の中で、荷重の負担面積の最大となる建枠につ
いて、足場の自重および積載荷重に対して許容支持力以下かどうか強度
の検討を行ってください。 

（2）照査水平荷重
　枠組足場に作用する照査水平荷重についての規定はありませんが、型枠
支保工の照査水平荷重に準じて、設計荷重の 2.5%を取るケースが一般
的であり、その作用点は、各種鉛直荷重の作用点を同じ点とみなしていま
す。

（3）風荷重
　風荷重は通常の場合は検討の必要はありませんが、強風などの場合で
あって考慮する場合は次のようになります。
　風荷重は足場側面全面に等分布荷重として作用するものとし、全風荷重
の 1／２は足場の最上部に、他の 1／２は足場のベース部に作用するもの
として計算してください。

枠組足場の設計 −棚足場として使用する場合の検討事項−

1. 作業床の検討
作業床は、積載荷重に対して許容支持力以下であること。

2. 建枠の検討
（1）最下層の建枠は、足場の自重および積載荷重に対して、許容支持力以下であること。
（2） 屋外に組み立てられた足場で、強風などの場合であって、かつ、風荷重の値が照査水平荷重より大きく、しかも風荷重によって、

その鉛直分力が建枠に作用する場合には、その鉛直分力を加算して建枠の検討を行ってください。
3. 斜材および水平つなぎについての検討 
斜材および水平つなぎなどは、風荷重または照査水平荷重に対して、各々の許容応力度または許容支持力以下であること。

4. 足場の転倒に対する安定性についての検討

P: 足場側面に作用する全風荷重P

2
RA = Rs = 

手摺（高さ900以上）

作業床
（床材を隙間なく敷き並べる）

布（全面取付）

幅木

中さん

根がらみ

大筋違

水平材

建枠

図9　棚足場の例

図10　照査水平荷重の検討

W

H

図12　建枠への軸力加算図11　風荷重の検討

P
2

P
2

RA

Rs

P P
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　上記の式から求められた FDおよび FHの荷重に対して、斜材・水平材および斜材・水平材取付部（クランプなど）が安全であるかどうかの
検討を行ってください。斜材の検討にあたっては、風荷重は左右から作用するため、部材に不利な圧縮力に対して強度の検討を行ってください。

3. 斜材および水平つなぎについての検討
（1）構成
　棚足場は、型枠支保工に関する労働安全衛生規則第 242条第 8 号に準じて、足場の側面並びに枠面の方向および筋違の方向における 5
枠以内ごとの箇所に水平つなぎと斜材を設けるなどの措置を行います。

4. 足場の転倒に対する安定性についての検討
　安定性の検討を行う場合は、積載時の安定性よりも積載されていない時の方が不利となります。したがって安定計算を行う場合には、
部材重量のみで計算した方が安全側となります。一般的に、転倒に対する安定度は 2.0以上とします。

（2）斜材および水平材
　斜材の取り付けが（1）構成に示す通り取り付けてあり、風荷重より照査水平荷重が大きい場合は強度の検討の必要はありませんが、風荷
重が照査水平荷重より大きい場合は、風荷重による斜材の検討を行ってください。
　斜材および水平材に作用する軸力は次の通りです。

参考までに水平荷重による両端部の脚柱に作用する軸力を検討する場合は、次により検討を行ってください。

枠組足場の設計 −棚足場として使用する場合の検討事項−

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

Q
n cos θFD =

FD : 斜材1本に作用する軸方向力 (kN)
FH : 水平材1本に作用する軸方向力 (kN)
Q : 上部に作用する水平荷重 (kN)
n : 斜材の本数
θ : 斜材の水平面からの角度

Q
nFH =

ただし、MS = 安定モーメント
MO = 転倒モーメント

（安定度）

FS = ≧ 2.0
MS

MO

（安定モーメント）

MS = W・
2

ℓ

（転倒モーメント）

MO = Q・h

N = 

W : 部材の自重 (kg)
Q : 水平荷重 (kN)
h : タワーの高さ (m)
ℓ : タワーの幅 (m)
N : 脚柱軸力 (kN)

Qh
ℓ

図13　斜材および水平つなぎの取り付け方法

水平材

斜材

Q Q

水平材

斜材

この場合の斜材のn=1本

図14　斜材の設置例（イ） 図15　斜材の設置例（ロ）
この場合の斜材のn=2本

θ

θ

θ θ

h

Q

BA
ℓ

図16　安定性の検討
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主要部材の検討事項

高さ 31m を超える単管足場の検討事項

　単管足場の主要部材について、以下の検討を行ってください。

　高さ 31mを超える場合は、以下の検討を行ってください。

　高さ 31mを超える単管足場を組み立てる例は最近では
少なくなりましたが、隣地との間が狭く、建物面が凹凸の
ある現場は単管足場の方が対応がしやすいため、一定程
度の需要はあります。
　しかし建地の許容支持力は、建地 1本あたりの積載荷
重のかかり方により一般的に 3.86kN（390kg）または
6.86kN（700kg）で、足場の高さが 31mとなると部
材だけでかなりの自重となり、積載荷重 1スパンあたり
400kgより小さくするなどの制限があります。（「主要部
材の検討事項」を参照）
　労働安全衛生規則第 571条第 1項第 3号では、31m
を超える足場を組み立てる場合には、建地の最高部から
測って 31mを超える部分の建地は鋼管を 2本組とするよ
う規定されていますが、平成 27年 7月 1日施行の労働
安全衛生規則改正においてこの件に関する規則の一部変
更が行われました。P111に記載していますので合わせて
参照してください。
　なお、強度の検討を行う場合には、積載荷重、積載条
件を定め、建地 1本部分の最下部の建地と、建地 2本
組部分の最下部の建地の 2箇所について、強度検討を行
う必要があります。

最高部から 31mを超える建地は、超える長さ分を単管２
本組で最下部から補強してください。

1. 足場構成についての検討
（1） 労働安全衛生規則に規定されている建地の間隔（けた行方向 1.85m以下、はり間方向 1.5m以下）、布の取付間隔（地上第一

の布は高さ 2m以下）、建地の全長（31m以下）、建地間の積載荷重は 400kgを限度とすることについて。
（2） 大筋かいは、足場の外面に垂直方向 15m以下、水平方向 16.5m以下の設置間隔ごとに交差 2方向に設けられていること。

2. 建地の検討 
建地は、足場の自重および積載荷重に対して、許容支持力以下であること。

3. 作業床の検討
（1） 床材、腕木および緊結金具は、部材の自重および積載荷重に対して、各々の許容応力度または許容支持力以下であること。
（2） 作業床の積載荷重は、労働安全衛生規則に規定されている積載荷重以下（1スパン 1 層 400kg以下）であること。

4. 壁つなぎの検討 
壁つなぎは、労働安全衛生規則に規定されている取付間隔以下（垂直方向 5m以下、水平方向 5.5m以下）であること。また、風
荷重に対して許容支持力以下であること。

1. 建地補強の検討 
建地の最高部より31mを超える部分の建地は 2本組とすること。

2. 建地が足場の自重および積載荷重に対して許容支持力以下であること。 
建地補強をしていない最下部の建地および建地補強部の最下部の建地が、足場の自重および積載荷重に対して許容支持力以下であること。

単管足場の設計 −主要部材／高さ 31mを超える単管足場の検討事項−

中さん単管
φ48.6

根がらみφ48.6

建地補強単管
φ48.6

布地単管φ48.6

手摺単管φ48.6

敷板

単管ベース
（釘止め）

兼用直交クランプ

兼用自在クランプ

建地補強単管
φ48.6

建地単管
φ48.6

45
0

45
0

図17　単管足場の建地補強詳細図
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主要部材の検討事項

　ブラケット一側足場の主要部材について、以下の検討を行ってください。  

足場を設置しようとする躯体と隣地間のスペースが
狭く枠組足場が設置できない場合に単管足場やブ
ラケット一側足場が活用されます。

最高部から測って 15mを超える建地は、図 15を
参考に、超える長さ分を単管 2本組で最下部から
補強してください。

1. 足場構成についての検討
建地間隔（1.8m以下）および布の上下間隔（1.8m以下）などについて。
（1） 建地の間隔は、けた行方向を 1.8m以下とする。
（2） 布の上下間隔は、1.8m以下とする。
（3）垂直・水平方向ともに約 10m以下ごとに、交差 2方向に大筋かいを設け、各建地と緊結する。
（4）建地 1本あたりの積載荷重は 100kg以下とする。
（5） 建地の最高部から測って 15mを超える部分の建地は、鋼管を 2本組とする。なお、ブラケット一側足場の基本構成は、図 16の

通りとなります。
2. 建地の検討 
建地は、足場の自重および積載荷重に対して、許容支持力以下であること。

3. 作業床の検討
作業床の積載荷重は、許容積載荷重以下であること。

4. 壁つなぎの検討 
壁つなぎの取付間隔（垂直方向 3.6m以下、水平方向 3.6m以下）を検討すること。また、風荷重に対して許容支持力以下であること。

ブラケット一側足場の設計 −主要部材の検討事項−

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

伸縮ブラケット
（持送り枠）

大筋かいφ48.6

建地単管φ48.6

作業床の幅
足場板

手摺単管φ48.6

中さん単管φ48.6

布地単管φ48.6 壁つなぎ

建物躯体

枠組足場（建枠＋鋼製踏板）

ブ
ラ
ケ
ット
一
側
足
場
の
範
囲

隣地境界線

90
0

30
0

90
0

30
0

図19　ブラケット一側足場の活用例

図18　ブラケット一側足場の基本構成

敷板

根がらみφ48.6

単管ベース（釘止め）

壁つなぎ

足場板

手摺単管φ48.6

中さん単管
φ48.6

建地単管φ48.6

メッシュシート

伸縮ブラケット

45
0

45
0

図20　ブラケット一側足場詳細図
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設計荷重の検討事項

　設計荷重として次の荷重の検討を行ってください。

型枠支保工の設計 −設計荷重の検討事項−

1. 鉛直荷重の検討
（1） 基本鉛直荷重

①  鉄筋コンクリートの単位容積重量 
建築構造物　2.400kg/m3  （23.5kN/m3） 
土木構造物　2.500kg/m3 （24.5kN/m3）

②  型枠の自重 
型枠の材料、形状などに即した自重とします。

③  型枠支保工の自重 
型枠支保工の材料、形状などに即した自重とします。

2. 水平荷重の検討
（1） 照査水平荷重

照査水平荷重は、次式により計算して得た値とします。
なお、荷重の作用点は、鉛直荷重の作用点（型枠支保工の上端）です。

（2） 作業荷重
作業荷重は、次によるものとする。
建築構造物　150kg/m2以上 （1.47kN/m2以上）
土木構造物　250kg/m2以上 （2.45kN/m2以上）

（2） 風荷重
風荷重を考慮する場合は、次の式により計算して得た
値とします。なお、荷重の作用点は、鉛直荷重の作用
点（型枠支保工の上端）とします。

H = α （ P0 + C ）

ただし、H ： 照査水平荷重（kN）

C ： 作業荷重（kN）
α ： 型枠支保工の種類に応じて以下によります。

P0： 基本鉛直荷重
      （鉄筋コンクリー卜重量、型枠、大引きの自重など（kN） ）

θ： 水平に対する型枠の傾斜角
� ： 型枠と型枠支保工上端の接触状態による係数

① 型枠が水平な場合

② 型枠が傾斜している場合

ただし、上記①の値より小さい場合は、①の値とします。

枠組式型枠支保工を使用
それ以外の型枠支保工を使用

α = 0.025
α = 0.05

α = sinθ・cosθ（1
tan�

−
�
）

通常の場合、� = 0.2とし、状況に応じて低減します。

P = qz ∙ C ∙ A

ただし、

qz: 地上からの高さZにおける設計用速度圧 (N/m2)

qz = 8 (V0 ∙ Ke∙ S ∙ EB)25

P : 型枠支保工に作用する風圧力 (N)

V0 : 基準風速 (m/S)
Ke : 台風時割増係数

EB: 近隣高層建築物による割増係数
C : 風力係数
A : 作用面積 (m2)

S : 地上Zにおける瞬間風速分布係数

1. 鉛直荷重の検討
（1） 型枠および型枠支保工の自重は、種類、形状、高さなどにより異なるので、実状に即した重量とし、メーカ一などの資料を参照して

ください。
（2） 作業荷重

①  作業荷重とは、打設用具の重量、作業者、打設時の衝撃荷重など打設作業に伴う荷重を総括したものですが、打設方法などによって
荷重の大きさ、作用位置が変化するために一概に定められませんが、通常の場合は本文中の値によることができます。

②  作業荷重については、労働安全衛生規則第 240条の第 3項 150kg/m2以上という数値が規定されています。
従来より一般社団法人仮設工業会は設計対象部材の鉛直荷重の負担面積に応じて単位面積あたりの作業荷重を変える式を示してきま
したが、現実的には、負担面積に応じて値を変えている例は少なく、ほとんどが 150～ 400kg/m2という一定値を採用しており、諸
外国においても概ねこの範囲の数値が採用されています。
また、一般的にビル建築物などのコンクリートスラブの薄い建築構造物の場合は、150kg/m2の作業荷重が採用されており、橋梁工
事などのコンクリートスラブの厚い土木建築物の場合は、コンクリート標準示方書やコンクリート道路橋施工便覧において 250kg/m2

以上となっていることから、本指針においても 250kg/m2以上といたします。
なお、橋梁工事においては、実測値等を考慮し350kg/m2程度の作業荷重を見込むことが望ましいと言えます。
しかし、資材の仮置きなど実際の荷重がこれらの値以上見込まれることが確実な場合は、当然、実際の値に基づき作業荷重を決定し
てください。
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主要部材の検討事項

　パイプサポート式型枠支保工を設計する際、次の主要部材の検討を行ってください。

型枠支保工の設計 −設計荷重の検討事項−

パイプサポート式型枠支保工の設計 −主要部材の検討事項−

（等分布を荷重とした場合）

（等分布を荷重とした場合）

M = 

σb = 

8
�ℓ2

Z
M

� = 
384EI
5�ℓ4

曲げモーメント

曲げ応力度

たわみ量

2. 水平荷重の検討
（1）照査水平荷重
　照査水平荷重については、労働安全衛生規則第 240条に規定されていますが、この荷重は、実際に型枠支保工に作用する荷重ではあり
ませんが、水平力に対する型枠支保工全体の剛性、安全性などを確保するために、設計荷重（コンクリート、鉄筋、型枠、大引き、型枠支
保工の自重などの基本鉛直荷重および作業荷重）の 2.5%は 5%の荷重が型枠支保工の上端に水平方向に作用した場合を想定して構造物
の安全性を確認します。
　設計荷重のうち、型枠および型枠支保工については、強度検討の対象部分より上にある部分の自重などをいいます。
　なお、実際の検討方法については、労働基準局長通達によると「型枠支保工の上端に設計荷重の 2.5／ 100または 5／ 100に相当す
る水平方向の荷重が作用することを想定した場合において、つなぎ、筋かいに生ずる応力の値が材料の許容応力の値を超えないよう設計を
行うことである。」（平成 4年 8月 24日　基発第 480号）と定められています。

（2）風荷重
　型枠支保工の風荷重については、風荷重の影響を受ける期間が、型枠支保工の組立開始からコンクリート打設工事が完了するまでの比較
的短時間であるため、通常の場合、風荷重の計算を行う必要はないと考えられます。
　しかし、塔状の型枠支保工のように転倒しやすい構造のものは、組立期間中の風による転倒を防止するための控えなどを取り付けて安全を
図る必要があります。
　また建枠、支柱が林立するような型枠支保工の場合は、規模も大きく、また底面積も広く転倒の可能性は少ないが、組立場所が海岸や山
の谷間で風が通りやすい箇所の場合は、風による転倒、水平移動の対策を十分行う必要があります。
　したがって、特殊な地理的な条件などにより強風が予測される場合や作業工程などにより風荷重の計算を行う必要があると考えられる場合
もあります。

1. せき板、根太および大引きの検討
 せき板、根太および大引きについて、次の式により検討します。

1. せき板、根太および大引きの検討
せき板、根太および大引きは、鉛直荷重に対して各々の許容応力度および許容たわみ量以下であること。

2. パイプサポートの検討
パイプサポートは、鉛直荷重に対して許容支持力以下であること。

3. 斜材、水平つなぎ緊結金具の検討 
斜材、水平つなぎおよび緊結金具は、水平荷重に対して各々の許容応力度または許容支持力以下であること。

4. 基礎の検討 
基礎は、鉛直荷重に対して十分な支持力があること。

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』
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主要部材の検討事項

パイプサポート式型枠支保工の設計 −主要部材の検討事項−

2. パイプサポートの検討
パイプサポートの許容支持力、補助サポートの許容支持力については P78を参照してください。  

3. 斜材、水平つなぎ緊結金具の検討
　労働安全衛生規則第 240 条第 3項第 4号の規定では、型枠支保工の照査水平荷重として設計荷重の 5%に対して安全であるように
規定しているので、これに基づき斜材および水平材の強度計算を行います。
　例えば、図 21の場合は、次のように計算することができます。
（1） 斜材の検討

①  斜材の座屈応力の検討

（2） 水平材の検討
①  水平材に作用する軸力の検討 ② 水平材を緊結する緊結金具の検討

②  斜材を緊結する緊結金具の検討

19.6×3×0.05HFD = n⋅cos 2×cos53∘
ただし、 FD :  斜材1本に作用する軸方向力 (kN)

H:  照査水平荷重 (kN)
n:  斜材の本数
:  斜材の水平面からの角度

=

=2.45kN

の場合�
� Λ 0.29 F

Λ�
�

σk = 

�、�、Λ、σc F  は、それぞれ次の値を表すものとします。これらの式において および

支柱の長さ（支柱が水平方向の変位を拘束されているときは、拘束点間の長さのうち最大の長さ）（cm）
支柱の最小断面二次半径（cm）

�:  
�:  

Λ:  = 限界細長比 E/0.6F�2  
ただし、� = 円周率、E = 当該鋼材のヤング係数（kN/cm2）
許容座屈応力度 (kN/cm2)

当該鋼材の降伏強さの値または引張強さの値の4分の3の値のうちいずれか小さい値（kN/cm2）
fK:
F:  

2>

（STK500）F = 35.5kN/cm2

227 = 1391.63
�
�

fK =

fKA = 5.20×3.621 = 18.8kN

2.54kN<18.8kN

A = 断面積 (cm2)

=

1.63
227

0.29
2 35.5 = 5.20kN/cm2

99

Λ = 3.142×2.1×104/0.6×35.5

≒99より

ただし、

OK

FH = 

ただし、FH : 水平材1本に作用する軸力（kN）

H

n

n

H

FH 
= = 1.47kN

2

19.6×3×0.05

: 照査水平荷重（kN）
: 斜材の本数

FH≦ 緊結金具の許容支持力（kN）
1.47kN<4.90kN （直交型クランプの許容支持力）

FD≦ 緊結金具の許容支持力（kN） 

2.45kN<3.43kN（自在型クランプの許容支持力）

19.6kN 19.6kN 19.6kN

水平材

斜材

53°

18
14

18
14

図21　斜材などの検討
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風荷重の計算方法と計算例
1. 風荷重の計算に必要な条件を調べます。

2. 調査事項に基づき、表6中の「表および式など」により、各数値および係数を次ページの「風荷重の算定方法」から
　調べてください。

（2）下表の「表および式など」については、次ページの「風荷重の算定方法」の表および式によります。
（1）調査を要する内容は、下表の「計算上必要な条件」の各項目です。

3. 風荷重を計算するため、まず風力係数（C）を求め、次に各数値および係数を一般式に当てはめます。

4. 参考までに条件例について3例を表6に示します。上式に基づき計算すると次のようになります。

C = (0.11＋0.09×0.3＋0.945×1.57×0.6)×1.22 = 1.25

5.58kN < 5.73kN OK

（条件例1）

C = (0.11＋0.09×0＋0.945×2×0.6)×1.31 = 1.63

3.31kN < 5.73kN OK

4.59kN < 5.73kN OK

（条件例2）

C = (0.11＋0.09×0.8＋0.945×0.3×0.6)×1.07 = 0.38

（条件例3）

壁つなぎの許容支持力は、壁つなぎにかかる応力の主体
が風荷重のみの場合は、4.41kNの30%割増とすることが
できるので、5.73kNとしています。

（注）

18×1.0×1.22×1.1P = (
8

5
)2

×1.25×12.24 = 5,580N = 5.58kN

14×1.1×1.36×1.1P = (
8

5
)2

×1.63×6.12 = 3,309N = 3.31kN

)2
×0.38×12.24 = 4,592N = 4.59kN18×1.2×1.84×1.0P = (

8

5

C = (0.11＋0.09γ＋0.945C0・R)・F

P (N) = (
8

5 Vo Ke S・ EB・・ )2 C・A

近接する高層建築物の高さ（H）

調査項目 計算上必要な条件 表および式など 条件例1 条件例2 条件例3
Vo : 基準風速 （m/s） 

Ke : 台風時割増係数

C : 風力係数

A : 作用面積 （m2）

P : 足場に作用する風圧力 （kN）

県・地域名 表2.1 東京都23区

大都市市街地

東京都

40m

18m/S

1.0

1.22

福岡市内

一般市街地

福岡県

30m

14m/S

1.1

1.36

沖縄市内

海岸・海上

沖縄県

20m

18m/S

1.2

1.84

1.0

表2.2

表2.3

1.0
図2.4(a)～(d)

(範囲)

ただし、Z ≦ H/2

縦×横

県名

地上からの高さ（足場の高さ）

地域区分による（海岸、市街地等の別）

近接高層建築物に
よる風速の割増係
数

EB : 

ー近接する高層建築物無

近接する高層建築物有
近接する高層建築物の幅 （W）

＋
近接する高層建築物の奥行（D）
近接する高層建築物からの距離（L）

=100m

80
m

70m

90m

35m

45m

シートなどの充実率

シートなどの充実率

γ : 第2構面風力低減係数

Co : シートなどの基本風力係数
H : シートなどの長さ（横）

L : シートなどの長さ（横）
B : シートなどの高さ（縦）

B : シートなどの高さ（縦）

風の方向
シートなどの取付位置
シートなどの充実率

壁つなぎなどの設置間隔

壁つなぎ、控えなど一本が負担する荷重

L2 L1L< ≦ : 1.1
L3 L2L< ≦ : 1.2
L4 L3L ≦≦ : 1.3

L1

L1
=80mL2
=60mL3
=38m

よって
L4

EB は1.1

L : 1.0>
(EB)

=85m

70
m

60m

70m

30m

40m

L1
=65mL2
=50mL3
=30m

よって
L4

EB は1.1

R :足場の縦横
比による形
状補正係数

F :建築物に併
設された足
場などの設
置位置によ
る補正係数

地上からシート
などを張る場合

足場の途中の高
さからシートな
どを張る場合
独立して設置さ
れた足場の場合

建物外壁に沿っ
て設置された足
場の場合

風の方向が正
その他の部分
充実率0.7の
シート使用

1.7m×2層×1.8m×
2スパン=12,24m2

1.7m×2層×1.8m×
1スパン=6,12m2

1.7m×2層×1.8m×
2スパン=12,24m2

風の方向が正
その他の部分
充実率1.0の
防音パネル使
用

風の方向が正
その他の部分
充実率0.2の
グリーンネッ
ト使用

充実率0.7メッ
シュシート

防音パネルを
使用

S : 地上 Z における瞬間風速分布係数

1 - φ（シートなどの充実率）

図2.5

図2.6

図2.7

表2.4

2 H/2

L/B

充実率0.7

40m

50m

1.22

5.58kN 3.31kN 4.59kN

1.31 1.07

充実率1.0 2 充実率0.2 0.3

1-0.7=0.3

1.57

1-1=0 グリーンネッ
トを使用 1-0.2=0.8

2×40÷50=
1.6
図2.6より0.6

35m

45m

2×35÷45=
1.56
図2.6より0.6

20m

10m
20÷10=2
図2.6より0.6

足場に作用する風荷重の計算例

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』
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P=qz・C・A

P : 足場に作用する風圧力 （N）ここに、

qz : 地上高さZ （m）における設計用速度圧 （N/㎡）
C : 足場の風力係数

A : 作用面積 （㎡）

ここに、

足場に作用する風圧力は以下の式（2.1）により求める。

（2.1）

（2.2）

地上からの高さにおける設計用速度圧は、式 （2.2） によって求める。

（2.3）

設計風速は、式 （2.3）  により求めるものとする。

台風接近時においても強風時対策を行わない場合、表2.2に示す地域
では割増係数 Ke は、以下の値とする。中国地方は Ke = 1.0 とする。

足場の風力係数は、式（2.4）によって求めるものとする。

シート、ネットおよび防音パネルの基本風力係数は、図2.5により求
めるものとする。

シート、ネットおよび防音パネルの縦横比 （L / B, 2H / B） による形状
補正係数 R は、シート、ネットおよび防音パネルが空中に設けられる
場合と地上から建ち上げて設けられる場合のそれぞれに対して図
2.6により求めるものとする。ただし、H, B, L はシート、ネットおよび
防音パネルの形状を示す長さとする。

建築物に併設された足場の設置位置による補正係数 F は、設置された
足場の場所に応じて図2.7および表2.4により求めるものとする。

充実率 φ

ここに、Vz  ：地上 Z における設計風速 （m/s）で、3.2項による。

基準風速 （m/s） で、表2.1に示す地域を除き14m/sとす
る。なお、本基準風速は再現期間12ヶ月に基づく。

Vo : 

H : 

台風時割増係数で、3.3項により求める。

地上 Z における瞬間風速分布係数で、3.4項により求める。

Ke : 

近接高層建築物による割増係数で、3.5項により求める。EB : 
S   : 

九州

沖縄

16m/s

16m/s

18m/s

18m/s

福岡県（北九州市、中間市、京都郡苅田町、行橋
市、遠賀郡）、長崎県（平戸市、松浦市、北松浦
郡、壱岐郡、上県郡、下県郡）、宮崎県（宮崎市、
宮崎郡、南那珂郡、日南市、串間市）、鹿児島県
（肝属郡、鹿屋市、曽於郡、揖宿市、指宿郡、川辺
郡、枕崎市、加世田市、大島郡、名瀬市）

長崎県（南松浦郡、福江市）、鹿児島県（薩南
諸島の大島郡、名瀬市以外）

鳥取県全域、山口県（阿武郡、萩市、大津郡、長
門市、豊浦郡、下関市、厚狭郡、小野田市、宇部
市）

沖縄県全域

中国

18m/s 島根県全域

足場の種類 風力の方向 1） シート・ネットの取付位置

上層2層部分
その他の部分

開口部付近および突出部 2）

隅角部から2スパンの部分
その他の部分

注1） 正の風力とはシートなどが建物に向かって押される場合をいう。
注2） 

　本指針は、九州・沖縄および中国地方における地表面から高さ100m
以下の鋼管足場などに適用するものとする。
　適用地域を限定する理由は、風荷重算定に必要とする基準風速など
の資料の掲載範囲を上記地方だけに限定したためである。したがって、
その他の地域については本算定方法を参考としないことが重要である。

瞬間風速分布係数 S は、表2.3により求めるものとする。

近接する高さ50m以上の高層建築物による風速の割増係数 EB は、
高層建築物からの至近距離 L に対して以下の値とする。

足場などを設置する場所が、崖や斜面上に位置する場合には、そ
の影響を考慮する。

近接して高層建築物がない場合、もしくは高層建築物から至近
距離 L が、図2.4の（a）の L1を超える場合には、EB = 1.0とする。

（1）

図中のW＋Dは、それぞれ近接高層建築物の幅Wと奥行D （単位: m） 
の合計とする。また、図示した線上のW＋D以外の値については、直線
補間により距離 L1 ～ L4 を求めるものとする。

（注）

高層建築物から至近距離 L が、右ページの図2.4（a）の L1 以下
となる場合には、地上からの高さ Z ≦ H / 2の範囲において以
下の値とする。

（2）

L2 L1L< ≦

L3 L2L< ≦

EB = 1.1とする範囲　：
EB = 1.2とする範囲　：

L4 L3L ≦≦EB = 1.3

L1, L2, L3, L4 :

とする範囲　：

近接する高層建築物の高さ （m）ここに、
図2.4の（a）, （b）, （c）, （d）により求める高
層建築物からの距離 （m）

H （m）近接する高層建築物の高さ

図2.4　風速の割増係数 EB をとる範囲 L1, L2, L3, L4

図2.6　シート、ネットおよび防音パネルの縦横比による形状補正係数 R

図2.7　併設足場の設置位置による補正係数 F

表2.4　併設足場の設置位置による補正係数 F の適用

図2.5　シート、ネットおよび防音パネルの基本風力係数

（a）L 1

（b）L 2

（c）L 3

（d）L 4

H （m）近接する高層建築物の高さ

H （m）近接する高層建築物の高さ

H （m）近接する高層建築物の高さ

縦横比 L / B, 2H / B

形
状
補
正
係
数

 R

位
置
補
正
係
数

 F
充実率 φ

ここに、 足場の風力係数C : 
第2構面風力低減係数で、γ = 1 - φ とする。なお、第1構
面のみで構成される足場については γ = 0 とする。

γ : 

シートおよびネットの充実率φ : 
シート、ネットおよび防音パネルなどの基本風力係数
で、4.2項により求める。

C0 : 

シート、ネットおよび防音パネルの縦横比（L / B, 2H / 
B）による形状補正係数で、4.3項により求める。

R  : 

建築物に併設された足場の設置位置による補正係数
で、4.4項により求める。

F  : 

2.0

1.8

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0
0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

地上から
の高さ
Z （m）

0-5 1.65 1.50 1.35 1.19 1.07
5-10 1.65 1.50 1.35 1.19 1.07

10-15 1.74 1.62 1.47 1.25 1.07
15-20 1.74 1.62 1.47 1.25 1.07
20-25 1.84 1.74 1.59 1.36 1.13
25-30 1.84 1.74 1.59 1.36 1.13
30-35 1.84 1.74 1.59 1.36 1.13
35-40 1.84 1.74 1.68 1.46 1.22
40-45 1.92 1.85 1.68 1.46 1.22
45-50
50-55

1.92 1.85 1.68
1.68

1.46 1.22

55-60
1.92 1.85 1.55 1.31

60-65
1.92 1.85 1.77 1.55 1.31

65-70
1.92 1.85

1.85
1.77
1.77

1.55
1.55

1.31
1.31

70-100
1.92
1.99 1.94 1.84 1.64 1.41

地域区分
Ⅰ
海岸・
海上

草原・
田園

郊外・
森

一般
市街地

大都市
市街地
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A
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開口部付近とはシートなどの開口部から2スパンの距離間とする。
突出部とは建物頂部より突出した部分をいう。

注3） 足場の一部分にシートなどを取り付けた場合は、 F の値として図2.7に示す
Aを適用することができる。

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

qz = 8
5 Vz

2

Vz = Vo Ke S・ EB・・

C = （0.11＋0.09γ＋0.945C0・R）・F （2.4）
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1. 本算定方法の適用範囲

4. 風力係数

2. 足場に作用する風圧力

3. 設計用速度圧
3.1　設計用速度圧

3.2　設計風速

表2.1　九州・沖縄および中国地方おける基準風速 Vo

地方 地域基準風速

表2.2　台風時割増係数 Ke
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地方 割増係数県名

表2.3　瞬間風速分布係数 S

3.3　台風時割増係数 Ke

3.4　地上 Z における瞬間風速分布係数 S

3.5　近接高層建築物による影響

3.6　崖や斜面の取り扱い

4.1　足場の風力係数

4.2　基本風力係数 Co　
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P=qz・C・A

P : 足場に作用する風圧力 （N）ここに、

qz : 地上高さZ （m）における設計用速度圧 （N/㎡）
C : 足場の風力係数

A : 作用面積 （㎡）

ここに、

足場に作用する風圧力は以下の式（2.1）により求める。

（2.1）

（2.2）

地上からの高さにおける設計用速度圧は、式 （2.2） によって求める。

（2.3）

設計風速は、式 （2.3）  により求めるものとする。

台風接近時においても強風時対策を行わない場合、表2.2に示す地域
では割増係数 Ke は、以下の値とする。中国地方は Ke = 1.0 とする。

足場の風力係数は、式（2.4）によって求めるものとする。

シート、ネットおよび防音パネルの基本風力係数は、図2.5により求
めるものとする。

シート、ネットおよび防音パネルの縦横比 （L / B, 2H / B） による形状
補正係数 R は、シート、ネットおよび防音パネルが空中に設けられる
場合と地上から建ち上げて設けられる場合のそれぞれに対して図
2.6により求めるものとする。ただし、H, B, L はシート、ネットおよび
防音パネルの形状を示す長さとする。

建築物に併設された足場の設置位置による補正係数 F は、設置された
足場の場所に応じて図2.7および表2.4により求めるものとする。

充実率 φ

ここに、Vz  ：地上 Z における設計風速 （m/s）で、3.2項による。

基準風速 （m/s） で、表2.1に示す地域を除き14m/sとす
る。なお、本基準風速は再現期間12ヶ月に基づく。

Vo : 

H : 

台風時割増係数で、3.3項により求める。

地上 Z における瞬間風速分布係数で、3.4項により求める。

Ke : 

近接高層建築物による割増係数で、3.5項により求める。EB : 
S   : 

九州

沖縄

16m/s

16m/s

18m/s

18m/s

福岡県（北九州市、中間市、京都郡苅田町、行橋
市、遠賀郡）、長崎県（平戸市、松浦市、北松浦
郡、壱岐郡、上県郡、下県郡）、宮崎県（宮崎市、
宮崎郡、南那珂郡、日南市、串間市）、鹿児島県
（肝属郡、鹿屋市、曽於郡、揖宿市、指宿郡、川辺
郡、枕崎市、加世田市、大島郡、名瀬市）

長崎県（南松浦郡、福江市）、鹿児島県（薩南
諸島の大島郡、名瀬市以外）

鳥取県全域、山口県（阿武郡、萩市、大津郡、長
門市、豊浦郡、下関市、厚狭郡、小野田市、宇部
市）

沖縄県全域

中国

18m/s 島根県全域

足場の種類 風力の方向 1） シート・ネットの取付位置

上層2層部分
その他の部分

開口部付近および突出部 2）

隅角部から2スパンの部分
その他の部分

注1） 正の風力とはシートなどが建物に向かって押される場合をいう。
注2） 

　本指針は、九州・沖縄および中国地方における地表面から高さ100m
以下の鋼管足場などに適用するものとする。
　適用地域を限定する理由は、風荷重算定に必要とする基準風速など
の資料の掲載範囲を上記地方だけに限定したためである。したがって、
その他の地域については本算定方法を参考としないことが重要である。

瞬間風速分布係数 S は、表2.3により求めるものとする。

近接する高さ50m以上の高層建築物による風速の割増係数 EB は、
高層建築物からの至近距離 L に対して以下の値とする。

足場などを設置する場所が、崖や斜面上に位置する場合には、そ
の影響を考慮する。

近接して高層建築物がない場合、もしくは高層建築物から至近
距離 L が、図2.4の（a）の L1を超える場合には、EB = 1.0とする。

（1）

図中のW＋Dは、それぞれ近接高層建築物の幅Wと奥行D （単位: m） 
の合計とする。また、図示した線上のW＋D以外の値については、直線
補間により距離 L1 ～ L4 を求めるものとする。

（注）

高層建築物から至近距離 L が、右ページの図2.4（a）の L1 以下
となる場合には、地上からの高さ Z ≦ H / 2の範囲において以
下の値とする。

（2）

L2 L1L< ≦

L3 L2L< ≦

EB = 1.1とする範囲　：
EB = 1.2とする範囲　：

L4 L3L ≦≦EB = 1.3

L1, L2, L3, L4 :

とする範囲　：

近接する高層建築物の高さ （m）ここに、
図2.4の（a）, （b）, （c）, （d）により求める高
層建築物からの距離 （m）

H （m）近接する高層建築物の高さ

図2.4　風速の割増係数 EB をとる範囲 L1, L2, L3, L4

図2.6　シート、ネットおよび防音パネルの縦横比による形状補正係数 R

図2.7　併設足場の設置位置による補正係数 F

表2.4　併設足場の設置位置による補正係数 F の適用

図2.5　シート、ネットおよび防音パネルの基本風力係数

（a）L 1

（b）L 2

（c）L 3

（d）L 4

H （m）近接する高層建築物の高さ

H （m）近接する高層建築物の高さ

H （m）近接する高層建築物の高さ

縦横比 L / B, 2H / B

形
状
補
正
係
数

 R

位
置
補
正
係
数

 F

充実率 φ
ここに、 足場の風力係数C : 

第2構面風力低減係数で、γ = 1 - φ とする。なお、第1構
面のみで構成される足場については γ = 0 とする。

γ : 

シートおよびネットの充実率φ : 
シート、ネットおよび防音パネルなどの基本風力係数
で、4.2項により求める。

C0 : 

シート、ネットおよび防音パネルの縦横比（L / B, 2H / 
B）による形状補正係数で、4.3項により求める。

R  : 

建築物に併設された足場の設置位置による補正係数
で、4.4項により求める。

F  : 

2.0
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0.6

0.4

0.2

0.0
0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

地上から
の高さ
Z （m）

0-5 1.65 1.50 1.35 1.19 1.07
5-10 1.65 1.50 1.35 1.19 1.07

10-15 1.74 1.62 1.47 1.25 1.07
15-20 1.74 1.62 1.47 1.25 1.07
20-25 1.84 1.74 1.59 1.36 1.13
25-30 1.84 1.74 1.59 1.36 1.13
30-35 1.84 1.74 1.59 1.36 1.13
35-40 1.84 1.74 1.68 1.46 1.22
40-45 1.92 1.85 1.68 1.46 1.22
45-50
50-55

1.92 1.85 1.68
1.68

1.46 1.22

55-60
1.92 1.85 1.55 1.31

60-65
1.92 1.85 1.77 1.55 1.31

65-70
1.92 1.85
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1.77
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1.55
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1.31
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独立して設置
された足場 正・負 全部分

正

負

建物外壁面に
沿って設置さ
れた足場

F

A

A
B（A3））
C
D
E

開口部付近とはシートなどの開口部から2スパンの距離間とする。
突出部とは建物頂部より突出した部分をいう。

注3） 足場の一部分にシートなどを取り付けた場合は、 F の値として図2.7に示す
Aを適用することができる。

参考文献：　一般社団法人 仮設工業会編（2014）『足場・型枠支保工設計指針』

qz = 8
5 Vz
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Vz = Vo Ke S・ EB・・

C = （0.11＋0.09γ＋0.945C0・R）・F （2.4）
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1. 本算定方法の適用範囲

4. 風力係数

2. 足場に作用する風圧力

3. 設計用速度圧
3.1　設計用速度圧

3.2　設計風速

表2.1　九州・沖縄および中国地方おける基準風速 Vo

地方 地域基準風速

表2.2　台風時割増係数 Ke
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1.1
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地方 割増係数県名

表2.3　瞬間風速分布係数 S

3.3　台風時割増係数 Ke

3.4　地上 Z における瞬間風速分布係数 S

3.5　近接高層建築物による影響

3.6　崖や斜面の取り扱い
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4.2　基本風力係数 Co　
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労働安全衛生規則（足場等関係）改正について ー平成21年6月1日施行ー

改正のあらまし

Ⅰ . 足場等からの墜落防止措置等の充実

　建設業等において、高所からの墜落・転落による労働災害が多発していることから、今回、足場等からの墜落防止等の対策の強化を図る
ため、足場、架設通路及び作業構台からの墜落防止措置等に関し、労働安全衛生規則の一部が改正されました。改正された規則は平成 21
年 6月 1日から施行されました。

Ⅰ.  足場からの墜落防止措置等の充実 
・足場の種類に応じて次の墜落防止措置が必要になります。
※わく組足場
交さ筋かい下部のすき間からの墜落を防止するため、交さ筋かいに加え、「下さん」や「幅木」等の設置、又は、「手すりわく」の設置

※わく組足場以外の足場（一側足場を除く）
手すりの下部からの墜落を防止するため、「高さ 85センチメートル以上の手すり」に加え「中さん」等の設置

・物体の落下防止措置として、「幅木」「メッシュシート」「防網」の設置等が必要になります。

（ア）事業者が行う「架設通路」についての墜落防止措置（安衛則第 552 条関係） 
　改正前には、高さ 75センチメートル以上の手すりを設けることとされていましたが、今回の改正により、「高さ 85センチメートル以上
の手すり」に加え「中さん等」※1を設けることとされました。

（イ）事業者が行う「足場」の作業床からの墜落防止措置等（安衛則第 563 条関係）
　★墜落防止措置

改正前には、高さ 75センチメートル以上の手すり等を設けなければならないとされ、わく組足場の交さ筋かいは手すり等としてみな
されていましたが、今回の改正により、足場の種類に応じて、次の設備を設けることとされました。

・わく組足場の場合
「交さ筋かい」に加え、「高さ 15センチメートル以上 40センチメートル以下の位置への下さん」か「高さ 15センチメートル以上の幅
木の設置」（下さん等）※2、あるいは「手すりわく」※3

・わく組足場以外の足場の場合（一側足場を除く）
「高さ 85センチメートル以上の手すり等」に加え、「中さん等」※1

★物体の落下防止措置
　高さ 10 センチメートル以上の幅木、メッシュシート又は防網（同等の措置を含む。）を新たに設けることとされました。

（ウ）事業者が行う「作業構台」についての墜落防止措置（安衛則第 575 条の 6 関係）
　改正前には、高さ 75センチメートル以上の手すり等を設けることとされていましたが、今回の改正により、「高さ 85センチメートル以
上の手すり等」に加え「中さん等」※1を設けることとされました。

「中さん等」とは、「高さ 35センチメートル以上 50センチメートル以下のさん」又は「これと同等以上の機能を有する設備」のことであり、後者には高さ
35センチメートル以上の防音パネル、ネットフレーム及び金網があります。

「下さん等」とは、「高さ 15センチメートル以上 40センチメートル以下のさん」「高さ 15センチメートル以上の幅木」「これらと同等以上の機能を有する設備」
のことであり、同等以上の機能を有する設備には、高さ 15センチメートル以上の防音パネル、ネットフレーム及び金網があります。

「手すりわく」とは、高さ 85センチメートル以上の手すり及び高さ 35センチメートル以上 50センチメートル以下のさん又はこれと同等の機能を一体化させ
たものであって、わく状の丈夫な側面防護部材のことです。  

※1 

※2 

※3 

Ⅱ.  足場の安全点検等の充実 
足場の点検について次の措置が新たに求められます。
・当日の作業開始前に「手すり等の取りはずしや脱落の有無の点検」の実施
・悪天候等後に実施する点検内容等の記録とその保存

※足場と同様に架設通路や作業構台についても同様に改正され、所要の規定が設けられます。
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労働安全衛生規則（足場等関係）改正について ー平成21年6月1日施行ー

わく組足場以外の足場（単管足場等）

わく組足場

手すり
（高さ75cm以上）

手すり
（高さ85cm以上）

手すり
（高さ85cm以上）

手すり
（高さ85cm以上）

メッシュシート

幅木
（高さ10cm以上）中さん

（高さ35～50cm）
中さん

（高さ35～50cm）

作業床

中さんと同等以上の措置

・防音パネル（パネル状）
・ネットフレーム（金網状）
・金網

（高さ35cm以上）

改正前の措置

改正後　措置例1

手すり＋中さん＋幅木 手すり＋中さん＋メッシュシート 手すり＋中さんと同等以上の措置

改正後　措置例2 改正後　措置例3

改正後措置例は墜落防止及び物体の落下位置の両措置を同時に講じた例

交さ筋かい

交さ筋かい

交さ筋かい

メッシュシート

交さ筋かい

幅木
（高さ15cm以上）

手すりわく 手すりわく
手すりわく

幅木
（高さ10cm以上） メッシュシート

下さん
（高さ15～40cm）

下さん・幅木と
同等以上の措置
（高さ15cm以上）
・防音パネル（パネル状）
・ネットフレーム（金網状）
・金網

幅木と
同等以上の措置
（高さ10cm以上）
・防音パネル（パネル状）
・ネットフレーム（金網状）
・金網

改正前の措置
交さ筋かい 交さ筋かい＋幅木 交さ筋かい＋下さん＋メッシュシート

交さ筋かい＋下さん・幅木と同等以上の措置 手すりわく＋幅木 手すりわく＋幅木と同等以上の措置手すりわく＋メッシュシート

改正後　措置例1 改正後　措置例2

改正後　措置例3 改正後　措置例4 改正後　措置例5 改正後　措置例6

改正後の例は墜落防止及び物体の落下位置の両措置を同時に講じた例
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労働安全衛生規則（足場等関係）改正についてー平成21年6月1日施行ー

Ⅱ . 足場及び作業構台の安全点検等の充実

（ア）事業者が行う足場の点検等（安衛則第 567条、第 568条関係） 
1. つり足場以外の足場で作業を行うときは、その日の作業を開始する前に、作業を行う箇所に設けた足場に係る墜落防止設備の取りはず
しの有無等の点検をし、異常を認めたときは、直ちに補修することとされました。

2. つり足場で作業を行うときは、その日の作業を開始する前に、足場に係る墜落防止設備及び落下防止設備の取りはずしの有無等を点検
をし、異常を認めたときは、直ちに補修することとされました。

3. 悪天候（強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以上の地震）や、足場の組立て・一部解体若しくは変更の後に、足場に係る墜落防
止設備及び落下防止設備の取りはずしの有無等の点検をし、異常を認めたときは、直ちに補修することとされました。

4. 上記 3の点検を行ったときは、点検結果等を記録し、足場を使用する作業を行う仕事が終了するまでの間、保存することとされました。

（イ）事業者が行う作業構台の点検等（安衛則第 575条の 8関係） 
1. 作業構台における作業を行うときは、その日の作業を開始する前に、作業を行う箇所に設けた作業構台に係る墜落防止設備の取りはず
しの有無等の点検をし、異常を認めたときは、直ちに補修することとされました。

2. 悪天候等の後に、作業構台に係る墜落防止措置の取りはずしの有無等の点検をし、異常を認めたときは、直ちに補修することとされました。
3. 上記 2の点検を行ったときは、点検結果等を記録し、作業構台を使用する作業を行う仕事が終了するまでの間、保存することとされました。

（ウ）注文者が行う足場についての措置（安衛則第 655条関係） 
（ア） 3及び 4と同様の措置を講ずることとされました。

（エ）注文者が行う作業構台についての措置（安衛則第 655条の 2関係） 
（イ） ２及び 3と同様の措置を講ずることとされました。

参考文献：　厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署編　『労働安全衛生規則（足場等関係）が改正されました』（パンフレット）

※ここでいう注文者とは、労働安全衛生法第 31条で規定する注文者であり、特定事業の仕事を自ら行う注文者です。
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労働安全衛生規則（墜落防止等）改正についてー平成27年7月1日施行ー

1. 足場の組立てなどの作業の墜落防止措置を充実

2. 足場の組立てなどの作業に特別教育が必要� ▶安衛則第 36 条、第 39 条

（1）  足場材の緊結、取り外し、受け渡しなど作業時の安全帯取付設備の設置などつり足場、張出し足場、高さが 2m以上の構造の足場を組
立て、解体、変更する際に、足場材の緊結、取り外し、受け渡しなどの作業を行うときは、次の措置がいずれも必要です。

平成27年7月1日以降、足場の組立て、解体または変更の作業のための業務 （地上または堅固な床上での補助作業※の業務を除く）に労
働者を就かせるときは、特別教育が必要になります。

（2）   その他の墜落防止措置 
つり足場、張出し足場、高さが 2m以上の構造の足場を組立て、解体、変更する際は、（1）の措置に加えて次の措置が必要です。

① 困難な場合※を除き、幅 40cm以上の作業床を設置してください。
②  安全帯を安全に取り付けるための設備などを設置し、労働者に安全帯を使用させるか、これと同等以上の効果を有する措置をとってください。

① 組立て、解体または変更の時期、範囲と順序をこの作業に従事する労働者に周知させること
② 組立て、解体または変更の作業を行なう区域内には、関係労働者以外の労働者の立入りを禁止すること
③ 強風、大雨、大雪などの悪天候のため、作業の実施について危険が予想されるときは、作業を中止すること
④  材料、器具、工具などを上げ、または下ろすときは、つり綱、つり袋などを労働者に使用させること。ただし、これらの物の落下によ
り、労働者に危険を及ぼすおそれがないとき※は必要ありません。

※ 狭小な場所や昇降設備を設ける箇所に幅 40cm未満の作業床を設けるとき、つり足場の組立てなどの作業で幅 20cm以上の足場板 2枚を交互に移動
させながら作業を行うときを含みます。

※ 地上から材料を手渡しするときなど

「地上または堅固な床上での補助作業」とは、地上または堅固な床上での材料の運搬、整理などの　
作業のことで、足場材の緊結や取り外しの作業や足場上の補助作業は含まれません。

ー経過措置ー
現在業務従事者の方には平成 29年 6月 30日までの間は経過措置がありますので、この間に特別教育を行うようにしてください。

※

建設現場などで広く使用される足場からの墜落・転落による労働災害が多く発生しています。厚生労働省では、足場を安全に使用していただく
ため、足場に関する墜落防止措置などを定める労働安全衛生規則を改正し、足場からの墜落防止措置※を強化しました。平成 27年 7月 1日
から施行されました。 ※一部規定については架設通路、作業構台も対象に含みます。

安全帯取付設備とは、安全帯を適切に着用した労働者が墜落しても、安全帯を取り付けた設備が脱落することがなく、衝突面などに達するこ
とを防ぎ、かつ、使用する安全帯の性能に応じて適当な位置に安全帯を取り付けることができるもののことで、このような要件を満たすように
設計され、この要件を満たすように設置した手すり、手すりわくと親綱が含まれます。また、建わく、建地、手すりなどを、安全帯を安全に取
り付けるための設備として利用することができる場合もあります。

平成 27年 7月 1日現在で、足場の組立て、解体または変更の作業に係る業務に就いている方（現在業務従事者）は、特別教育の科目
について上表の時間欄の右側の時間とすることができます。また、7月 1日より前に短縮した時間での特別教育を行うこともできます。

足場の一方の側面のみであっても、手すりを設ける等労働者が墜落する危険を低減させるための措置を優先的に講ずるよう指導すること。
（平成 27年 3月 31日付け基発 0331第 9号）

▶墜落する危険を低減させるため、「手すり先行工法」を積極的に採用してください。

▶安衛則第 564 条

安全帯を安全に取り付けるための設備（安全帯取付設備）

平成 27年 7月 1日現在、業務に就いている方

特別教育の科目 「安全衛生特別教育規程」

〈留意点〉
安全帯取付設備などを設置し、労働者に安全帯を使用させる措置と「同等以上の効果を有する措置」には、つり足場を設置する際に、あらかじめ「墜
落による危険を防止するためのネットの構造等の安全基準に関する技術上の指針」（昭和 51年技術上の指針公示第 8号） によって設置した防網を設
置することが含まれます。

科目 時間 時間（現在業務従事者）
1 足場及び作業の方法に関する知識 3時間 1時間 30分
2 工事用設備、機械、器具、作業環境等に関する知識 30分 15分
3 労働災害の防止に関する知識 1時間 30分 45分
4 関係法令 1時間 30分
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労働安全衛生規則（墜落防止等）改正についてー平成27年7月1日施行ー

特別教育の科目の全部または一部について十分な知識や経験があると認められる労働者については、この科目についての特別教育を省
略することができます。また、次の方は特別教育の全部を省略することができます。
① 足場の組立て等作業主任者技能講習を修了した方
②  建築施工系とび科の訓練（普通職業訓練）を修了した方、居住システム系建築科または居住システム系環境科の訓練（高度職業訓練）
を修了した方など足場の組立て等作業主任者技能講習規程（昭和 47年労働省告示第 109号）第 1条各号に掲げる方

③ とびの 1級または 2級の技能検定に合格した方
④ とび科の職業訓練指導員免許を受けた方

特別教育の全部を省略することができる方

3. 足場の組立てなどの後は注文者も点検が必要

4. 足場の作業床に関する墜落防止措置を充実

建設業、造船業の元請事業主等の注文者は、足場や作業構台の組立て、一部解体・変更後は、次の作業を開始する前に足場を点検・修理し
てください。

（1）床材と建地の隙間
足場での高さ2m以上の作業場所に設ける作業床の要件として、床材と建地との隙間を12cm未満とすることを追加しました。 （一側足場、
つり足場を除く）

▶安衛則第 655 条、第 655 条の 2

▶安衛則第 563 条

※ 点検結果・修理などの措置内容は記録し、足場を使用する仕事が終了するまでの間、保管してください。
※ 事業者による点検（安衛則第 567条）も必要です。

〈留意点〉
足場の場合：
「一部解体または変更」には、建わく、建地、交さ筋かい、布などの足場の構造部材の一時的な取り外し、または取付けのほか、足場の構造に大きな影響
を及ぼすメッシュシート、朝顔などの一時的な取り外し、または取付けが含まれます。ただし、次のいずれかに該当するときは、「一部解体または変更」
に含まれません。
① 作業の必要上、臨時に足場用墜落防止設備（足場の構造部材である場合を含む）を取り外す場合、またはこの設備を原状に復す場合には、局所的に行われ、
これによって足場の構造に大きな影響がないことが明らかで、足場の部材の上げ下ろしが伴わないとき
② 足場の構造部材ではないが、足場の構造に大きな影響を及ぼすメッシュシートなどの設備を取り外す場合か、この設備を原状に復す場合で、足場の部材の
上げ下ろしが伴わないとき
作業構台の場合：
「一部解体または変更」には、作業の必要上、臨時に手すり等や中桟等を取り外す場合と、この設備を原状に復す場合は含まれません。

〈留意点〉
① 床材が片側に寄ることで 12cm以上の隙間が生じる場合には、床材と建地との隙間の要件を満たさないため、床材の組み合わせを工夫する、小幅の板材
を敷く、床材がずれないように固定する、床付き幅木を設置するなどにより、常にこの要件を満たすようにする必要があります。
② 床材と建地との隙間に、垂直または傾けて設置した幅木は、作業床としての機能を果たせないため、この幅木の有無を考慮せずに、床材と建地との隙間を

12cm未満とする必要があります。なお、床付き幅木の場合、床面側の部材は床材になります。

※ 鋼管足場用の部材と付属金具の規格（昭和 56年労働省告示第 103号）で、床付き布わくの床材の幅は 24cm以上とされていることから、はり間方向
での建地と床材の両端との隙間の合計幅が 24cm以上であれば、さらに床材を敷き、床材と建地との隙間をふさぐことが可能であることを踏まえ、可
能な限り床材と建地との隙間をふさぐことを目的に、それ以上追加的に床材を敷くことができなくなるまで床材を敷くようにするための要件を定めた
ものです。

作業床の幅
40cm以上

床材間の
隙間3cm以下

床材と建地との
隙間12cm未満

従来からの規定 今回改正で追加した規定
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労働安全衛生規則（墜落防止等）改正についてー平成27年7月1日施行ー

① はり間方向における建地と床材の両端との隙間の合計幅が 24cm未満の場合
②  曲線的な構造物に近接して足場を設置する場合など、はり間方向での建地と床材の両端との隙間の合計幅を 24cm未満とすること
が作業の性質上困難な場合

①  作業の性質上、足場用墜落防止設備を設けることが著しく困難な場合や、作業の必要上、臨時に足場用墜落防止設備を取り外す場
合は、関係労働者以外の者の立入を禁止すること。

②  作業の必要上、臨時に足場墜落防止設備を取り外したときは、この作業が終了した後、直ちに取り外した設備を元の状態に戻さなけ
ればならないこと。

これらの措置は架設通路（上記①「作業の必要上」の場合のみ）と作業構台でも必要です。

上記①、②の場合に、建地と床材との隙間が 12cm以上の箇所に防網を張るなど、床材以外のものでふさぐ墜落防止措置をとったとき
には、この規定は適用されません。

この規定が適用されない場合

5. 鋼管足場（単管足場）に関する規定の見直し� ▶安衛則第 571 条

鋼管足場の建地の最高部から測って 31mを超える部分の建地は、建地の下端に作用する設計荷重（足場の重量に相当する荷重に、作業床の
最大積載荷重を加えた荷重）がこの建地の最大使用荷重（この建地の破壊に至る荷重の 2分の 1以下の荷重）を超えないときは、鋼管を 2本
組とする必要はありません。

（2）足場用墜落防止設備※を取り外す場合の措置
安全帯を安全に取り付けるための設備を設け、かつ、労働者に安全帯を使用させる措置またはこれと同等以上の効果のある措置をとること
に加えて、以下の 2点を追加しました。

〈留意点〉
① 「足場の重量に相当する荷重」には、足場に設けられる朝顔、メッシュシートなどの重量に相当する荷重を含みます。
② 「建地の破壊に至る荷重」には、実際の使用状態に近い条件の下で支持力試験を行い、その結果に基づいて得られた荷重を用いることができます。また、 
　 鋼管にフランジ、フックなどの緊結部を溶接することによって、緊結金具を使用せずに組み立てることができる単管足場では、この足場を組み立てた状態で
の支持力試験を実施した結果から、建地の破壊に至る荷重の 2分の 1以下の荷重を許容支持力として示されており、これを最大使用荷重として用いるこ
とができます。この場合、布材、補剛材などの使用条件に応じて支持力試験の結果が異なることから、それぞれの布材、補剛材などの使用条件に応じた
最大使用荷重を用いる必要があります。

ー経過措置ー
はり間方向における建地の内法幅が 64cm未満の足場の作業床で、床材と
腕木との緊結部が特定の位置に固定される構造のものについては、平成 27
年 7月 1日に現に存する鋼管足場用の部材が用いられている場合に限り、
この規定は適用されません。

〈留意点〉
ここで、「防網を張るなど」の「など」には、十分な高さがある幅木を傾
けて設置する場合と構造物に近接している場合など防網を設置しなくても、
人が墜落する隙間がない場合が含まれます。

※わく組足場（妻面に係る部分を除く）については、
①   交さ筋かいと高さ 15cm以上 40cm以下の桟もしくは高さ 15cm以上の幅木またはこれらと同等以上の機能がある設備または、② 手すりわく

※わく組足場以外の足場については、
①  高さ 85cm以上の手すり又はこれと同等以上の機能を有する設備（手すり等）と② 高さ 35cm以上 50cm以下の桟またはこれと同等以上の
機能がある設備（中桟等）

〈留意点〉
①「関係労働者」には、足場用墜落防止設備を設けることが著しく困難な箇所、または作業の必要上、臨時に取り外す箇所で作業を行う人と作業を指 
　揮する人が含まれます。
② 「安全帯」については、安全帯の規格（平成 14年厚生労働省告示第 38号）に適合しない命綱は含まれません。事業者が労働者に安全帯を使用さ 
　せるときは、安衛則第 521条第 2項に基づき、安全帯とその取付け設備などの異常の有無について、随時点検してください。

参考文献：　厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署編　『足場からの墜落防止のための措置を強化します』（パンフレット）

防綱を張る

約60cmの腕木に幅40cmの床材の例



素材 二次
加工

※取付用ロープ代は別途です。 ※デザイン代は別途です。

●四方縫製（ミシン縫い）込
●ハトメ加工（基本300ピッチ）込

●ターポリン（防炎一類）
●メッシュ

NISHIKEN  SERVICE  NETWORK
各センター一覧表

横断幕・懸垂幕 制作事例

ニシケングラフィックのご案内

熊本センター

熊本利水工業
●

明治牛乳● ●植木
　自動車
　学校

●山田青果
　卸売市場

●野澤産業

大倉工業●

桜井小●

3

桜
ヶ
丘

保
育
園

〒861-0141 熊本県熊本市北区植木町投刀塚109-22
TEL:096-215-3233 FAX:096-215-3234

〒840-1104 佐賀県三養基郡みやき町大字東津2283-7　TEL:0942-96-2001　FAX:0942-96-2228

若松センター 宮若センター

大分センター

みやきセンター

看板

中央公民館入口

九州自動車道

アルファメタル

福岡金網工業

双一開発● ●

●

ふくや●

●

●

●

●
若宮西小学校

稲光簡易郵便局
●

山陽新幹線

ホ
テ
ル

ル
ー
ト
イ
ン

●

バ
ス

セ
ン
タ
ー

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

若宮
IC

沼口

福丸橋 若宮コミュニテ
ィーセンター前

30

21

至
北
九
州

至
宮
田

至
福
岡

至
犬
鳴
峠

至
佐
賀
関

至
別
府

坂ノ市駅大在駅

●
大在中

日本文理大
●

●●
坂ノ市
支所

●
旭化成
ケミカルズ●

旭化成
メディカル
MT

大分銀行

●

大分
信用金庫●光国寺

和光保育園

政所

王の瀬陸橋南

竹下橋南

38

197

〒822-0144 福岡県宮若市稲光586-1
TEL:0949-52-2122 FAX:0949-52-2123

〒870-0316 大分県大分市一木字祝田1212-17
TEL:097-593-3322 FAX:097-593-3833

至芦屋

若松ボート
●

●
東京製鉄

●
塩見組

199
至
若
戸
大
橋

東二島三丁目
二島工業団地入口

奥洞海

洞海湾

二島駅

〒808-0109 福岡県北九州市若松区南二島３丁目2-4
TEL:093-791-3434 FAX:093-791-4934

至
佐
賀

至
久
留
米
市
街

264

264

江見線

入場口

三根庁舎南

西島

掛塚

天建寺橋北

下田大橋北

JAガソリン
スタンド

一吉
うどん

三根庁舎

みやき町庁舎上峰町役場

三根CC

トライアル

キューセツ

マンダイ

●
●

グッデイ

ジョイフル

下津毛
●

● ●

●

●

●

●

●
●

●
●

MrMAX
豆
津
橋

　筑後大堰

富松
うなぎ屋

22

至久留米市城島町

筑
後
川

久
留
米
市

大
善
寺

東
脊
振
I
C
・
佐
賀
・
鳥
栖
方
面
か
ら
お
越
し
の
場
合

久
留
米
市
街
・
大
善
寺
・
城
島
町
方
面
か
ら
お
越
し
の
場
合

●

長崎自動車道

31
中副

フランス
ベッド

キューセツ

●
●

●

●

ジョイフル

グッデイ

陸上自衛隊
目達原駐屯地

ニシケン
車検整備工場
鋼板センター

セーフティ
産業

●

●

●
264

385

34

屋形原
川久保線

江見線

下津毛

藤ノ木 和泉

最初の
一旦停止

入場口

三根庁舎南

上峰町切通し久留米分岐吉野ヶ里町田手

至
佐
賀

至
鳥
栖

至
久
留
米

東脊振
IC

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ジ
ョ
イ
フ
ル

吉
野
ヶ
里

遺
跡

0942-35-5960
132
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